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一
、『
文
芸
評
論
』
と
い
う
転
機

　

小
林
秀
雄
は
文
学
活
動
を
小
説
を
書
く
こ
と
か
ら
始
め
、
後
に
活
動
の
舞
台

を
批
評
へ
と
移
す
。
そ
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、「
様
々
な
る
意
匠（
１
）」、

さ
ら
に

は
自
身
初
の
評
論
集
『
文
芸
評
論
』
で
は
な
か
っ
た
か
。
小
林
が
な
ぜ
小
説
で

は
な
く
批
評
を
選
択
し
た
の
か
と
は
、
最
早
何
度
と
な
く
質
さ
れ
た
問
題
で
あ

る
。
そ
の
結
果
小
説
か
ら
批
評
へ
の
転
換
は
、
そ
れ
よ
り
後
の
、
小
林
の
最
後

の
小
説
と
さ
れ
る
「
Ｘ
へ
の
手
紙
」
だ
と
意
見
集
約
さ
れ
て
き
た
（
石
川
則
夫（

２
））。

ま
た
そ
の
前
後
で
批
評
へ
の
態
度
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
（
権
田
和
士（

３
））
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
批
評
の
実
現
が
自
覚
に
先
行
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
批
評
の
選
択
は
、
小
林
秀
雄
の
文
学
の
可
能
性
の
伸
長
と
も
言
え
よ
う

が
、
半
面
不
本
意
な
妥
協
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
得
よ
う
か
ら
だ
。
そ
う
い
う

時
間
的
推
移
の
中
で
、
批
評
が
〈
極
め
て
安
易
な
職
業
〉（「
悟
達
」
164
）
だ
と

の
自
己
卑
下
で
さ
え
も
、
恐
ら
く
新
批
評
の
成
立
に
必
要
だ
と
発
見
さ
れ
て

い
っ
た
（
五
節
）。
本
稿
は
、
批
評
成
立
に
際
し
作
用
し
た
同
時
代
的
制
約
を
、

小
林
の
『
文
芸
評
論
』
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
文
芸
評
論
』
内
に
一
読
判
然
と
し
な
い
そ
う
し
た
制
約
の
一
端
を
示
唆
す

る
と
思
う
の
が
、
川
端
康
成
の
小
林
評
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
川
端
は
、
小
林
の
批
評
の
派
生
の
証
言
者
で
あ
る
。〈
現
代
文
芸

最
初
の
文
芸
評
論
家
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
が
現
は
れ
て
か
ら
、
い
か
に

多
く
の
人
々
の
評
論
が
な
ん
と
通
俗
的
に
見
え
出
し
た
こ
と
か
〉（「
小
林
秀
雄

「
文
芸
評
論
」」『
読
売
新
聞
』
昭
和
６
・
８
・
６
）、
と
。
川
端
の
見
出
し
た
小

林
秀
雄
の
批
評
の
劃
時
代
性
は
、
や
が
て
〈
私
小
説
的
な
自
己
告
白
と
も
受
け

取
れ
る
批
評
〉
と
明
確
化
さ
れ
る
（
川
端
康
成
「「
文
学
」
に
つ
い
て
」『
文
学

界
』
昭
和
14
・
２
）。
即
ち
小
説
と
の
近
接
で
あ
る
が
、
こ
の
評
が
最
も
相
応

し
い
の
は
『
文
芸
評
論
』
で
あ
ろ
う
。
批
評
が
小
説
と
見
做
さ
れ
る
と
言
っ
て

も
、
虚
構
性
や
多
義
性
等
な
ら
そ
も
そ
も
批
評
の
特
質
と
し
て
認
め
よ
う
も
な

い
。
即
ち
川
端
の
評
言
は
状
況
的
意
味
を
有
す
る
。〈
私
小
説
的
な
自
己
告
白
〉

と
い
う
評
言
の
裡
に
は
、
恐
ら
く
〈
断
定
や
結
論
が
先
き
に
出
来
て
ゐ
る
と
言

ふ
よ
り
も
書
き
な
が
ら
育
つ
て
来
る
と
い
ふ
風
で
あ
る
〉
と
い
っ
た
語
感
が
あ

っ
た
。
こ
こ
に
小
林
の
批
評
の
同
時
代
性
が
垣
間
見
え
る
。

　

具
体
的
に
は
〈
私
批
評
〉
と
い
う
も
の
で
あ
る
―
―
。

　
〝
私
〟
を
語
る
点
で
『
文
芸
評
論
』
は
確
か
に
〈
私
小
説
的
〉
な
面
を
持
つ
。

論
評
形
式
を
象
る
よ
う
な
意
味
で
捉
え
得
る
、〈
批
評
の
対
象
が
己
れ
で
あ
る

と
他
人
で
あ
る
と
は
一
つ
の
事
で
あ
つ
て
二
つ
の
事
で
な
い
。（
中
略
）
批
評

と
は
竟
に
己
れ
の
夢
を
懐
疑
的
に
語
る
事
で
は
な
い
の
か
！
〉（「
様
々
」
Ⅰ

135
）
と
い
う
余
り
に
有
名
な
「
様
々
な
る
意
匠
」
第
二
節
の
表
明
も
、
む
し
ろ

　
　

批
評
の
現ナ

ウ
ネ
ス

在
性

―
―
小
林
秀
雄
『
文
芸
評
論
』
の
非
批
評
と
い
う
か
た
ち
―
―

岡　

田　

浩　

行
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自
身
の
創
作
性
を
物
語
る
も
の
と
捉
え
る
べ
き
だ
（
四
節
）。
逆
に
論
評
形
式

の
批
評
と
は
、
あ
く
ま
で
外
形
上
〝
私
〟
を
語
ら
な
い
批
評
で
あ
る
。
後
の
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
が
こ
れ
だ
。
し
か
し
な
る
ほ
ど
こ
れ
を
否
定
神
学
的
に 

〝
私
〟
を
語
る
の
を
禁
じ
ら
れ
た
批
評
と
す
る
見
解
（
井
口
時
男（

４
））

が
あ
る
一

方
で
、
逆
に
「
私
小
説
論
」
で
予
測
さ
れ
た
ポ
ス
ト
私
小
説
の
実
現
と
捉
え
る

流
れ
も
あ
り（

５
）、

混
迷
を
呈
し
て
来
た
よ
う
に
思
う
。

　

思
う
に
、
一
口
に
自
己
表
現
と
言
っ
て
も
、
そ
の
外
形
上
の
相
違
か
ら
こ
れ

を
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。『
文
芸
評
論
』
の
端
的
な
〈
私
〉
の
自
己
露

出
と
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
言
外
に
状
況
的
に
暗
示
さ
れ
る
、
言
わ
ば

〈「
私
」
の
影（

６
）〉（「

私
小
説
」
Ⅲ
394
）
と
で
は
、
様
相
が
異
な
る
。「
Ｘ
へ
の
手

紙
」
で
の
転
換
か
ら
「
私
小
説
論
」
で
の
ポ
ス
ト
私
小
説
の
提
起
を
経
て
、
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
の
実
現
に
至
る
展
開
に
整
合
性
を
与
え
る
の
は
後
者
で
あ

る
。
そ
の
裏
面
に
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
を
〈
創
造
的
批
評（

７
）〉
と
見
る
平

野
謙
以
来
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
あ
ろ
う
。『
文
芸
評
論
』
は
必
然
的
に
〈
反

社
会
的
な
ネ
ガ
テ
ィ
ー
ヴ
〉
以
上
の
も
の
で
は
な
く
な
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
外
形
上
〝
私
〟
を
語
る
違
い
か
ら
、『
文
芸
評
論
』
を
「
私

小
説
論
」
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
か
ら
際
立
た
せ
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
『
文
芸
評
論
』
に
お
け
る
〝
私
〟
語
り
が
同
時
代
的
制
約
の
下
に
成
立

す
る
こ
と
を
窺
知
さ
せ
る
文
学
事
象
と
し
て〈
私
批
評
〉が
あ
る
。
川
端
の〈
私

小
説
的
な
自
己
告
白
〉
と
い
う
評
言
を
ま
ず
示
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
、〈
私

批
評
〉
と
い
う
制
約
が
批
評
に
い
か
に
生
か
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
、

本
稿
の
一
面
で
あ
る
。

　

ま
た
従
来
、
小
林
の
批
評
理
論
は
そ
の
考
察
も
精
緻
に
達
し
て
来
た
が
、
こ

と
創
作
性
の
考
察
と
な
る
と
未
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
い
う
感
が
否
め
な
い
。

そ
れ
だ
け
批
評
を
創
作
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

あ
る
面
で
『
文
芸
評
論
』
を
内
容
よ
り
姿
形
で
読
む
作
業
を
要
す
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。『
文
芸
評
論
』
が
な
る
ほ
ど
〈
私
小
説
的
〉
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
自
己
表
現
と
い
う
批
評
理
論
の
た
め
で
は
な
く
、『
文
芸
評
論
』
自
体
が
〈
私

小
説
的
〉
だ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
本
稿
の
考
察
の
も
う
一
面
は
、『
文
芸

評
論
』
を
表
面
的
に
捉
え
る
過
剰
な
〝
読
み
〟
で
あ
る
。

二
、〝
私
〟
を
語
る
批
評

　

小
林
秀
雄
が
批
評
活
動
を
開
始
す
る
前
後
、
既
成
作
家
が
盛
ん
に
月
評
を
担

当
し
評
論
集
を
、
あ
る
い
は
文
学
雑
感
集
を
刊
行
し
て
い
る
。
各
作
家
に
代

表
的
な
著
書
だ
け
で
も
、
広
津
和
郎
『
作
者
の
感
想
』（
聚
英
閣
、
大
正
９
・

３
）、
菊
池
寛
『
文
芸
往
来
』（
ア
ル
ス
、
大
正
９
・
６
）、『
文
芸
春
秋
』（
金

星
堂
、
大
正
11
・
11
）、
佐
藤
春
夫
『
芸
術
家
の
喜
び
』（
金
星
堂
、
大
正
11
・

３
）、『
退
屈
読
本
』（
新
潮
社
、
大
正
15
・
11
）、
宇
野
浩
二
『
文
芸
夜
話
』（
金

星
堂
、
大
正
11
・
６
）、
久
米
正
雄
『
微
苦
笑
芸
術
』（
新
潮
社
、
大
正
13
・
２
）、

谷
崎
潤
一
郎
『
芸
術
一
家
言
』（
金
星
堂
、
大
正
13
・
10
）、
里
見
弴
『
文
芸
管

見
』（
改
造
社
、大
正
14
・
８
）、正
宗
白
鳥
『
文
芸
評
論
』（
改
造
社
、昭
和
２
・

１
）
等
が
あ
る
。
確
か
に
菊
池
寛
等
は
印
象
批
評
に
批
判
的
な
立
場
（「
印
象

批
評
の
弊
」『
新
潮
』
大
正
８
・
７
）
で
は
あ
る
が（

８
）、

概
ね
作
家
の
雑
感
が
紙

幅
を
占
め
る
。
正
宗
の
、
作
品
評
を
そ
の
読
書
体
験
か
ら
書
き
起
こ
す
自
己
露

出
か
ら
、
宇
野
の
よ
う
な
雑
感
が
論
評
に
至
ら
ず
に
逸
脱
す
る
漫
筆
ま
で
、
当

時
の
批
評
の
随
筆
化
の
傾
向
は
色
濃
い
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
の
批
評
家
青
野
季
吉
は
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
思
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想
を
欠
い
た
〈
批
評
で
な
い
批
評
〉（「
現
代
文
学
の
十
大
欠
陥
」『
女
性
』
大

正
15
・
５
）
だ
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
〈
批
評
で
な
い
批
評
〉
を
書
く
作

家
の
代
表
的
な
存
在
だ
っ
た
正
宗
白
鳥
は
、〈
今
の
小
説
に
思
想
が
な
い
〉
と

い
う
青
野
の
批
評
か
ら
は
、
小
説
に
対
す
る
〈
実
感
〉
を
も
っ
た
〈
体
験
〉
が

読
み
取
れ
な
い
と
反
論
し
た
（「
批
評
に
つ
い
て
」『
中
央
公
論
』
大
正
15
・
６
）。

そ
し
て
批
評
と
い
う
も
の
は
、
青
野
の
批
評
の
よ
う
に
〈
変
に
し
や
ち
こ
張
つ

て
他
所
行
〉
で
あ
る
が
、〈
な
ぜ
私
批
評
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
現
は
れ
な
い

の
で
あ
ら
う
か
〉
と
問
題
提
起
す
る
。
正
宗
の
反
論
は
、
一
見
す
る
と
そ
の
公

式
的
な
裁
断
を
問
題
視
す
る
、
よ
く
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
批
判（

９
）の

よ

う
だ
が
、
批
評
家
の
〈
自
己
の
感
じ
〉
を
導
入
す
る
〈
私
批
評
〉
な
る
も
の
に

端
緒
を
拓
こ
う
と
し
た
点
で
特
異
で
あ
っ
た
。
斯
く
し
て
既
成
作
家
の
随
筆
的

な
〝
私
〟
語
り
は
批
評
の
一
傾
向
を
形
作
る
か
に
見
え
た
（
川
端
康
成
「「
文

壇
を
見
る
」
批
評
の
時
代
」『
文
壇
』
大
正
13
・
８
、
伊
福
部
隆
輝
「
文
芸
批

評
を
独
立
せ
し
め
よ
」『
読
売
新
聞
』
昭
和
２
・
４
・
26
―
28
、佐
藤
春
夫
「「
文

芸
時
評
」
批
評
の
勃
興
」『
中
央
公
論
』
昭
和
２
・
５
等
）。
そ
し
て
作
家
の
〈
生

活
の
さ
な
が
ら
の
表
現
〉
で
あ
る
〈
非
批
評
〉、
と
の
評
言
は
、
一
転
肯
定
的

な
意
味
さ
え
持
つ
ま
で
に
至
る（

（1
（

（
戸
川
貞
雄
「
作
家
の
文
芸
時
評
に
就
て
」『
読

売
新
聞
』
昭
和
２
・
５
・
25
―
27
）。

　

小
笠
原
克（

（1
（

に
よ
れ
ば
、〈
私
批
評
〉
と
は
私
小
説
の
一
種
に
位
置
づ
け
得
る
。

正
宗
白
鳥
『
文
芸
評
論
』
は
〈
時
評
的
部
分
が
少
く
て
、（
中
略
）
非
時
事
的
・

非
文
壇
的
話
題
を
気
儘
に
拉
し
〉
て
お
り
、〈
い
い
意
味
で
の
印
象
批
評
で
あ
り
、

「
自
己
発
見
・
自
己
表
現
」
の
た
め
の
批
評
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
小
笠
原
論
に

よ
れ
ば
、
正
宗
と
青
野
と
の
〈
私
批
評
〉
論
争
に
は
、
む
し
ろ
私
小
説
の
普
及

的
な
〈
社
会
化
〉
の
一
面
が
あ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
私
小
説
の
一
例
と
見
ら

れ
る
ほ
ど
に
、〈
私
批
評
〉
の
要
点
は
自
己
露
出
に
あ
る
。
実
際
正
宗
白
鳥
が

長
塚
節
『
土
』（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
43
・
６
・
13
―
11
・
17
）
を
再
読
し

て
の
評
が
、
郷
里
岡
山
へ
の
帰
省
か
ら
説
き
起
こ
し
、〈
私
は
故
郷
に
対
し
て

何
の
愛
着
を
も
持
つ
て
ゐ
な
い
〉
と
述
べ
る
こ
と
は
、
対
照
的
に
長
塚
が
〈
鬼

怒
川
べ
り
の
郷
土
の
自
然
と
人
間
に
熟
通
し
て
ゐ
る
〉
と
発
見
す
る
伏
線
と
な

っ
て
い
る
。
地
方
色
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
自
身
の
限
界
を
表
明
す
る
こ
と

を
通
し
、『
土
』
の
長
所
が
際
立
っ
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
。
特
に
読

後
の
評
価
の
反
転
は
、
過
去
の
解
釈
不
足
を
告
白
し
て
保
身
の
無
い
分
、
評
価

の
信
頼
性
に
影
響
し
よ
う
。
以
上
は
外
形
上
〈
文
学
は
日
記
で
足
れ
り
〉（
広

津
和
郎
「
所
謂
本
格
小
説
と
心
境
小
説
の
問
題
」『
時
事
新
報
』
大
正
14
・
４
・

26
）
と
い
う
私
小
説
観
を
作
品
評
に
ま
で
敷
衍
し
た
も
の
と
言
え
る
。
他
を
も

っ
て
自
を
語
る
と
い
う
従
来
の
論
評
形
式
か
ら
、
よ
り
批
評
主
体
を
前
景
化
さ

せ
た
批
評
が
、〈
私
批
評
〉
と
な
る
。
尤
も
〈
私
批
評
〉
が
、
以
後
こ
の
特
定

の
随
筆
傾
向
以
上
に
実
体
的
な
文
学
動
向
を
成
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

小
林
は〈
私
批
評
〉の
動
向
を
そ
の
最
中
に
触
れ
て
い
る（

（1
（

。
正
宗
白
鳥
の『
中

央
公
論
』
誌
上
に
お
け
る
文
芸
時
評
を
、〈
づ
い
分
う
ま
い
雑
談
だ
つ
た
〉（「
時

評
」
Ⅱ
26
）
と
振
り
返
っ
て
評
価
す
る
。
そ
し
て
小
林
自
身
が
そ
れ
を
試
み
て

さ
え
い
る
。『
文
芸
評
論
』
の
中
心
的
な
内
容
は
『
文
芸
春
秋
』
掲
載
の
文
芸

時
評
「
ア
シ
ル
と
亀
の
子
」
だ
が
、
定
型
的
な
時
評
を
行
う
の
は
よ
う
や
く
連

載
第
五
回
に
至
っ
て
で
あ
り
、
し
か
も
末
尾
に
〈
や
つ
て
み
て
月
評
の
馬
鹿
馬

鹿
し
さ
が
つ
く
〴
〵
解
つ
た
〉（「
ア
シ
Ⅴ
」
67
）
と
言
い
、
連
載
中
二
度
と
繰

り
返
し
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
小
林
は
自
身
の
時
評
を
も
〈
雑
談
を
す
る
〉

（「
時
評
」
Ⅱ
24
）、〈
喋
つ
て
ゐ
た
ら
〉（「
ア
シ
Ⅰ
」
46
）、〈
む
だ
口
〉（「
ア
シ

Ⅲ
」
Ⅰ
214
）
等
と
、会
話
め
か
し
て
も
い
る（

（1
（

。『
文
芸
評
論
』
の
特
徴
の
一
端
は
、
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確
か
に
作
家
等
の
〈
私
批
評
〉
と
共
通
す
る
（
四
節
参
照
）。
極
端
な
例
で
は

あ
る
も
の
の
、
小
林
の
「
か
ら
く
り
」
に
お
け
る
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
『
ド

ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』（
1924
）
評
は
、
正
宗
の
『
土
』
評
に
お
け
る
批
評
対

象
へ
の
評
価
の
反
転
を
よ
り
劇
的
に
し
た
も
の
と
言
え
る
。
確
か
に
ラ
デ
ィ
ゲ

は
鮮
や
か
に
〈
俺
〉
の
評
価
を
覆
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
言
語
表
現
へ
の
信
頼
の

恢
復
（
権
田
和
士（

（1
（

）
と
い
う
、
自
己
の
心
境
の
変
化
の
現
前
と
抱
き
合
わ
せ
な

の
だ
。『
文
芸
評
論
』
は
、〝
私
〟
を
語
る
批
評
ら
し
く
な
い
批
評
に
数
え
得
る
。

　

そ
れ
で
も
『
文
芸
評
論
』
が
〈
私
批
評
〉
で
な
い
と
言
う
こ
と
は
恐
ら
く
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
〈
私
批
評
〉
と
小
林
で
は
〈
お
の
れ
を
即
自
的
に

語
る
か
の
差
〉（
磯
貝
英
夫（

（1
（

）
が
あ
り
、〈
己
れ
の
感
受
性
を
す
な
お
に
信
ず
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
〉（
井
口
時
男（

（1
（

）
と
い
う
懐
疑
に
よ
っ
て
小
林
の
批
評

を
特
化
し
て
し
ま
っ
て
良
い
か
は
疑
問
で
あ
る（

（1
（

。
む
し
ろ
、
こ
の
懐
疑
す
る 

〝
私
〟
語
り
こ
そ
が
、
小
林
と
〈
私
批
評
〉
と
を
繋
い
だ
の
だ
と
思
う
。
こ
こ

で
言
う
懐
疑
は
既
に
批
評
的
言
辞
と
し
て
の
〈
懐
疑
〉
の
謂
い
で
あ
る
。
で
は

〈
私
批
評
〉
の
口
語
的
な
現
在
時
制
を
要
す
る
〈
懐
疑
〉
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、

未
だ
懐
疑
が
創
作
理
論
の
段
階
で
し
か
な
か
っ
た
は
ず
の
初
期
象
徴
主
義
研
究

に
ま
で
遡
っ
て
、
批
評
的
言
辞
と
し
て
の
成
立
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

三
、
批
評
的
〈
懐
疑
〉
の
発
見

　
「
様
々
な
る
意
匠
」
第
二
節
の
批
評
の
定
位
は
、
自
己
言
及
と
し
て
良
い
の

だ
ろ
う
。小
林
は
、シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
印
象
批
評
を
評
価
し
て
、〈
無

双
の
情
熱
の
形
式
を
と
つ
た
彼
の
夢
〉
だ
と
し
、〈
彼
の
批
評
の
魔
力
は
彼
が

批
評
す
る
と
は
自
意
識
す
る
事
で
あ
る
事
を
明
瞭
に
悟
つ
た
点
に
存
す
る
〉
と

言
う
（「
様
々
」
Ⅰ
135
）。
そ
し
て
件
の
〈
批
評
と
は
竟
に
己
れ
の
夢
を
懐
疑
的

に
語
る
事
で
は
な
い
の
か
！
〉
と
続
く
。
こ
の
〈
懐
疑
〉
と
〈
自
意
識
〉
と
は
、

小
林
の
批
評
の
定
位
の
、
二
つ
の
部
面
だ
。〈
情
熱
の
形
式
〉
の
言
述
を
ひ
き

出
す
批
評
的
言
辞
と
し
て
の
〈
懐
疑
〉
に
は
、
停
滞
的
、
抑
制
的
、
あ
る
い
は

自
信
な
く
と
い
っ
た
感
触
は
な
い
。〈
懐
疑
〉
と
い
う
危
機
に
こ
そ
〈
自
意
識
〉

が
働
く
た
め
で
あ
ろ
う
。
小
林
が
、
ま
ず
創
作
理
論
の
用
語
と
し
て
自
意
識
を

定
位
し
た
の
は
、
初
期
象
徴
主
義
研
究
に
ま
で
遡
る
。
象
徴
主
義
研
究
の
言
外

に
懐
疑
を
措
定
し
よ
う
と
思
う
次
第
だ
が
、
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
私
小
説

だ
。
小
林
の
中
で
象
徴
詩
と
私
小
説
と
は
対
極
に
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で
『
文
芸
評
論
』
を
捉
え
る
と
ど
う
な
る
か
。
懐
疑
は
、
小
林
一

人
の
も
の
か
ら
拡
大
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
論
を
「
私
小
説
論
」
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
。

　

小
林
の
初
期
の
象
徴
主
義
研
究
「「
悪
の
華
」
一
面
」
に
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
に
仮
託
し
て
作
家
に
お
け
る
自
意
識
の
現
象
過
程
が
や
や
公
式
的
に
構
造
化

さ
れ
て
い
る
。
考
察
は
象
徴
に
止
ま
ら
ず
、
象
徴
の
拠
っ
て
立
つ
〈
自
意
識
の

化
学
〉（「
悪
華
」
Ⅰ
119
）
に
ま
で
及
ぶ（

（1
（

。
そ
れ
は
後
に
〈
言
語
の
観
念
性
批
判

性
を
死
守
す
る
〉（「
言
語
」
Ⅳ
192
）
象
徴
主
義
理
解
に
ま
で
至
る
だ
ろ
う
。

　

小
林
に
よ
れ
ば
、〈
美
神
〉
を
奉
っ
て
無
自
覚
に
〈
鶯
の
歌
〉
を
歌
っ
て
い

た
芸
術
家
が
、
や
が
て
自
意
識
に
よ
っ
て
言
わ
ば
〈
美
神
〉
と
の
一
体
化
を
試

み
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
象
徴
が
現
出
す
る
。

眼
前
に
現
は
れ
た
Ｘ
と
い
ふ
自
然
は
そ
の
ま
ゝ
忽
ち
魂
の
体
系
中
に
移
入

さ
れ
る
。
彼
は
彼
の
魂
が
持
つ
だ
け
の
大
き
さ
の
自
然
と
い
ふ
象
徴
を
も

つ
。（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
象
徴
と
な
つ
た
時
、
自
然
と
い
ふ
実
質

は
消
失
す
る
か
ら
唯
一
で
あ
つ
た
甲
と
い
ふ
存
在
も
無
数
と
な
る
事
が
出

来
る
し
、甲
と
い
ふ
存
在
を
乙
と
い
ふ
存
在
に
合
す
る
事
をマ

マ

出
来
る
。（「
悪
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華
」
Ⅰ
123
、
124
）

　

自
意
識
は
、〈
す
べ
て
の
も
の
が
新
し
く
点
検
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉

（『
悪
華
』
Ⅰ
122
）
と
、〈
自
然
〉
の
再
解
釈
を
迫
る
。
結
果
生
じ
る
象
徴
と
は
〈
自

然
〉
と
い
う
眼
前
の
事
象
で
あ
る
と
い
う
点
で
抽
象
概
念
で
は
な
い
が
、〈
魂
〉

に
属
す
る
点
で
言
語
外
現
実
で
も
な
い
、〈
言
葉
自
体
で
意
味
を
持
ち
、
リ
ア

リ
テ
ィ
を
持
つ
様
な
（
中
略
）
無
内
容
〉（「
現
代
詩
」
Ⅳ
177
）
な
言
葉
だ
と
い

う
の
が
、
小
林
の
象
徴
論
の
前
半
部
・〈
自
意
識
の
化
学
〉
で
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
は

芸
術
家
に
と
っ
て
〈
彼
の
魂
の
空
洞
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
形
骸
で
満
さ
れ
る
〉

（「
悪
華
」
Ⅰ
123
）
状
態
な
の
だ
が
、
こ
の
〈
存
在
の
形
骸
〉
と
は
無
内
容
な
言

葉
の
集
積
で
あ
る
。
こ
の
象
徴
主
義
論
に
既
に
表
現
主
体
を
〈
社
会
的
存
在

物
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
言
語
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
場
〉（
森
本
敦
生（

（2
（

）
に
ま

で
還
元
す
る
認
識
を
認
め
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
存
在
・
言
葉
が
自
在
と
な

っ
て
、〈
魚
か
ら
海
を
引
く
〉、〈
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
犬
を
微
分
す
る
〉（「
悪
華
」

Ⅰ
124
）
結
果
と
し
て
の
象
徴
は
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
に
多
数
見
ら
れ
る
と
言
う
が
、

実
際
〈
小
児
等
の
あ
ら
ば
見
せ
ま
ほ
し
、（
中
略
）
歌
う
た
ふ
魚
〉（「
酩
酊
船（

（2
（

」

Ⅰ
370
）
は
既
に
海
に
住
む
魚
で
は
な
い
。「
飾
画（

（2
（

」
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
言

え
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、
し
か
し
鉱
物
単
体
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
乗
合

馬
車
（「
街
々
Ⅱ
」）、
青
春
と
い
う
別
世
界
（「
煩
悶
」）、
主
体
の
変
貌
を
表
す

雨
風
（「
夷
狄
」）、
身
体
な
い
し
自
分
の
創
造
物
（「
見
切
り
」）
を
指
す
等
多

彩
で
、
犬
を
形
容
す
る
語
法
が
成
立
し
て
も
不
思
議
で
な
い
。
魚
や
犬
等
の
言

葉
は
、
そ
れ
以
外
の
言
葉
と
、
共
通
の
特
徴
お
よ
び
示
差
的
な
特
徴
に
よ
っ
て

対
立
す
る
こ
と
で
意
味
を
持
つ
の
だ
が
、
象
徴
に
至
っ
て
は
、
魚
か
ら
海
と
の

共
通
項
が
捨
象
さ
れ
、
犬
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
の
示
唆
的
な
特
徴
が
捨
象
さ

れ
る
こ
と
で
、
日
常
的
な
分
節
が
改
編
さ
れ
て
い
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
詩
的
言
語（

（2
（

に
他
な
ら
な
い
。
以
上
、
自
然
の
再
解
釈
を
行
う
の
が
自
意
識
、

そ
の
結
果
で
あ
る
非
日
常
的
で
抽
象
的
な
〈
影イ

マ
ジ
ユ像
〉（「
悪
華
」
Ⅰ
122
）
が
象
徴

な
の
だ（

（2
（

。

　

よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
象
徴
主
義
研
究
中
の
〈
自
意
識
の
化
学
〉
を
、後
の
「
私

小
説
論
」
中
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
私
小
説
批
判
を
辿
る

こ
と
で
、
創
作
に
必
須
の
こ
の
非
日
常
性
を
志
向
す
る
自
意
識
の
背
景
に
深
い

懐
疑
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

小
林
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
自
然
主
義
思
想
が
席
巻
し
た

時
、〈
実
証
主
義
思
想
は
、
こ
の
思
想
の
犠
牲
者
と
し
て
「
私
」
を
殺
し
〉（「
私

小
説
」
Ⅲ
394
）
た
。〈
社
会
不
安
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
395
）
を
背
景
に
、〈
生
活
の

不
安
か
ら
自
我
の
問
題
、
個
人
と
社
会
の
問
題
を
抽
象
す
る
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ

406
）
結
果
、〈
事
毎
に
小
市
民
性
を
暴
露
す
る
が
如
き
自
己
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ

391
）
は
放
擲
さ
れ
た
。
斯
く
し
て
人
間
性
が
〈
解
体
〉（「
私
小
説
」
353
）
さ
れ

る
と
、
日
常
の
〝
私
〟
に
肯
定
感
が
持
て
な
く
な
る
わ
け
だ
が
、
小
林
に
よ
れ

ば
、
そ
の
〝
私
〟
を
あ
く
ま
で
作
中
人
物
に
再
生
さ
せ
る
小
説
の
王
道
を
固

守
し
た
の
が
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
等
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ジ

ッ
ド
等
は
、
そ
う
し
た
外
形
上
〝
私
〟
を
語
ら
な
い
小
説
と
は
逆
に
、
自
意

識
の
耐
久
を
実
験
し
〈「
私
」
を
信
じ
よ
う
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
394
）
と
し
た
の

だ
と
す
る（

（2
（

。
こ
の
私
小
説
論
に
、「「
悪
の
華
」
一
面
」
以
来
の
小
林
の
近
代
詩

論
を
重
ね
る
と
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
等
と
同
時
代
に
疎
外
的
な
社
会
動
向
に
接
し
、

し
か
し
彼
等
と
は
逆
に
〝
私
〟（〈
自
意
識
の
化
学
〉）
を
前
景
化
す
る
こ
と
で 

〝
私
〟
の
懐
疑
に
処
し
た
の
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
以
降
の
象
徴
主
義
で
あ
り
、〈
彼

等
の
犠
牲
〉（「
言
語
」
Ⅳ
192
）
が
あ
っ
て
、〈
私
〉
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
ジ
ッ
ド
等
の
小
説
創
作
が
成
立
し
た
と
い
う
、
小
林
の
近
代
文
学
観
の
全
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貌
が
見
え
て
く
る
。

　

な
る
ほ
ど
初
期
象
徴
主
義
研
究
自
体
に
は
懐
疑
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
薄
い
。

だ
が
そ
の
言
外
に
は
、
自
意
識
と
は
日
常
的
な
〝
私
〟
で
は
な
く
懐
疑
す
る 

〝
私
〟
の
働
き
で
あ
り
、〈
不
幸
な
実
生
活
〉（「
混
乱
」
Ⅲ
20
）
へ
の
不
審
、〈
小

市
民
性
を
暴
露
す
る
〉
よ
う
な
〈
凡
人
〉
の
〝
私
〟
へ
の
不
審
、
の
み
な
ら
ず

そ
の
〝
私
〟
を
体
現
す
る
し
か
な
い
文
学
が
社
会
化
し
得
る
の
か
と
い
う
、
文

学
へ
の
懐
疑
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
故
に
そ
の
詩
的
言
語

は
単
な
る
言
語
実
験
で
は
な
く
、〝
私
〟
の
日
常
肯
定
感
を
失
っ
た
が
た
め
に
、 

〝
私
〟
の
日
常
性
の
基
盤
に
あ
る
日
常
言
語
が
失
わ
れ
る
〈
言
葉
の
社
会
化
に

於
け
る
言
葉
の
危
機
〉（「
現
代
詩
」
Ⅳ
178
）
の
結
果
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。〈
小
説
の
氾
濫
に
よ
る
言
語
の
事
物
化
に
反
抗
し
て
言
語
の
観
念
性
批
判

性
を
死
守
す
る
と
こ
ろ
に
近
代
の
抒
情
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
〉（「
言
語
」
Ⅳ

192
）
象
徴
主
義
の
〈
観
念
性
批
判
性
〉
を
、
私
小
説
論
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

で
言
い
直
せ
ば
、
現
実
に
指
示
対
象
を
有
す
る
日
常
言
語
を
改
編
し
意
味
を
極

め
て
抽
象
化
す
る
こ
と
が
〈
観
念
性
〉
で
あ
り
、
日
常
言
語
を
排
す
る
た
め
に

規
範
的
な
世
界
の
分
節
を
懐
疑
す
る
こ
と
が
〈
批
判
性
〉
だ
と
言
え
る
。
詩
に

表
さ
れ
る
も
の
が
言
語
外
現
実
を
指
示
し
な
い
点
を
指
し
て
〈
観
念
性
〉
と
し
、

〈
言
語
上
の
唯
物
主
義
の
運
動
〉（「
様
々
」
Ⅰ
146
）
と
し
て
、〈
言
語
の
社
会
性
、

言
語
に
於
け
る
社
会
的
限
定
と
か
制
約
と
か
か
ら
独
立
し
た
純
粋
言
語
〉（「
現

代
詩
」
Ⅳ
178
）
を
目
指
す
点
を
指
し
て
〈
批
判
性
〉
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
逆
に〈
文
学
が
正
当
に
懐
疑
さ
れ
た
事
は
嘗
つ
て
な
い
〉（「
ア

シ
Ⅱ
」
Ⅰ
204
）
と
い
う
日
本
近
代
文
学
の
現
実
も
明
白
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
特
に
、〝
私
〟
と
い
う
文
学
の
基
盤
を
小
説
中
に
焦
点
化
す
る
私
小

説
で
は
、〈
生
活
の
不
安
は
ま
さ
し
く
感
じ
た
が
、描
写
と
告
白
と
を
信
じ
〉（「
私

小
説
」
Ⅲ
406
）、〈
私
生
活
と
私
小
説
と
を
信
ず
る
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
395
）
と
い

う
肯
定
感
が
顕
わ
で
、
か
え
っ
て
象
徴
主
義
と
の
対
照
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、

小
林
に
日
本
近
代
文
学
の
隘
路
を
感
じ
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
私

小
説
家
が
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
の
動
向
か
ら
孤
立
し
、〝
文
壇
〟

に
自
足
し
あ
く
ま
で
日
常
肯
定
的
な
〈
文
士
気
質
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
393
）
に
依

存
す
る
、
そ
の
没
社
会
的
な
様
相
を
批
判
し
た
の
が
、「
私
小
説
論
」
で
あ
っ

た（
（2
（

。「
私
小
説
論
」
研
究
で
は
、
論
の
後
半
か
ら
〈
社
会
的
伝
統
〉（「
私
小
説
」

Ⅲ
402
）
論
の
様
相
を
呈
す
る
と
さ
れ
て
も
い
る
が
（
石
川
則
夫
参
照（

（2
（

）、
言
語

分
節
の
〈
批
判
性
〉、
社
会
性
欠
如
へ
の
批
判
は
、
終
始
一
貫
し
て
い
る
。
た

だ
批
判
か
ら
実
践
に
移
れ
ば
、
伝
統
と
い
う
外
在
的
な
制
約
が
良
く
も
悪
く
も

出
来
す
る
と
い
う
訳
で
あ
ろ
う
。

　

初
期
象
徴
主
義
研
究
に
私
小
説
論
を
ト
レ
ー
ス
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
私
小

説
批
判
が
浮
き
彫
り
に
な
る
以
上
、
既
に
〈
私
批
評
〉
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は

皆
無
の
よ
う
に
思
え
る
。〈
私
批
評
〉
は
、
私
小
説
同
様
、
根
本
的
に
〈
私
〉

の
日
常
肯
定
的
な
文
士
気
質
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

〈
私
批
評
〉
な
る
も
の
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
、
そ
の
小
説
評
価
に
せ
よ
、
批
評

表
現
に
せ
よ
、
小
説
執
筆
の
経
験
豊
富
な
作
家
の
手
に
な
る
こ
と
に
支
え
ら
れ

て
い
た
。
印
象
批
評
に
つ
い
て
菊
池
寛
が
聞
く
に
値
す
る
人
を
要
す
る
と
か
つ

て
批
判
し
た
、あ
の
〈
人
の
問
題
〉
で
あ
る
（「
印
象
批
評
の
弊
」）。〈
私
批
評
〉

も
同
様
で
、井
汲
清
治
「
作
家
の
文
芸
時
評
に
就
て
」（『
読
売
新
聞
』
昭
和
２
・

５
・
１
、
３
―
７
）
に
よ
れ
ば
、
文
学
に
動
機
を
持
つ
各
作
家
な
り
の
、
小
説

と
は
こ
ん
な
も
の
だ
と
い
う
〈
傾
向
律
〉
に
関
心
の
中
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

い
知
れ
る
。
こ
う
し
た〝
文
壇
〟的
な
関
心
は
、批
評
家
兼
作
家
の〈
即
自
的
〉・

自
己
完
結
的
な
姿
勢
を
助
長
し
よ
う
。
や
は
り
文
学
の
〝
私
生
活
化
〟
で
あ
る



85

上
に
、〈
私
批
評
〉
は
、
近
代
批
評
の
成
立
要
件
で
あ
る
、
後
述
す
る
〈
相
対

主
義
と
い
ふ
社
会
的
感
覚
〉（「
行
方
」
Ⅴ
209
）
を
欠
い
て
い
る
点
で
、
小
林
が

与
す
る
批
評
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る（

（2
（

。

　

し
か
し
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
日
常
肯
定
感
に
基
づ
く
私
小
説
は
否
定
し

な
が
ら
、
逆
に
非
日
常
的
な
〝
私
〟
意
識
（
自
意
識
）
を
焦
点
化
し
た
、
ジ
ッ

ド
式
の
〈
真
の
個
人
主
義
文
学
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
407
）、
即
ち
言
わ
ば
ポ
ス
ト

私
小
説
の
成
立
可
能
性
を
末
尾
に
暗
示
す
る
の
も
「
私
小
説
論
」
だ
っ
た
こ
と

だ
（
森
本
淳
生
参
照（

（2
（

）。「
私
小
説
論
」
は
、〝
私
小
説
〟
批
判
で
も
あ
り
〝
私

小
説
批
判
〟
批
判
で
も
あ
る
。
小
林
が
私
小
説
か
ら
〈
真
の
個
人
主
義
文
学
〉

を
期
待
し
た
よ
う
に
、〈
私
批
評
〉
を
〝
非
批
評
〟
と
読
み
換
え
た
余
地
は
あ

る
の
だ
。

　

で
は
『
文
芸
評
論
』
で
あ
る
。
象
徴
主
義
的
自
意
識
に
起
因
す
る
、
社
会
、

文
学
、〝
私
〟
に
対
す
る
懐
疑
は
、
周
知
の
通
り
『
文
芸
評
論
』
で
は
明
確
に

定
著
さ
れ
る
に
至
る
。〈
世
間
は
広
い
、
文
学
な
ん
か
屁
と
も
思
は
な
い
、
冷

酷
な
教
養
を
も
つ
た
勤
勉
な
青
年
が
い
く
ら
ゐ
る
か
分
り
や
し
な
い
〉（「
ア
シ

Ⅱ
」
Ⅰ
204
）、〈
文
学
は
絵
空
ご
と
で
あ
る
〉（「
絵
空
」
Ⅰ
247
）
等
々
、後
の
〈
純

文
学
の
社
会
的
孤
立
〉（「
志
賀
論
」
Ⅴ
325
）
に
先
駆
け
た
文
学
懐
疑
の
言
述
が
、

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
〝
私
〟
を
、
そ
し
て
文
学
を
実
体
視
す

る
こ
と
を
、〈
精
神
礼
拝
教
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
51
）
と
し
て
批
判
す
る
姿
勢
が
小

林
の
中
で
明
確
化
し
た
か
ら
こ
そ
だ
。
し
か
し
一
番
の
変
化
は
そ
こ
で
は
な
い
。

　
〝
私
〟
へ
の
懐
疑
と
は
、〝
私
〟
を
支
え
て
い
る
日
常
世
界
の
規
範
そ
の
も
の

へ
の
懐
疑
に
他
な
る
ま
い
。
し
か
も
批
評
家
で
あ
れ
ば
最
大
の
焦
点
と
な
る
の

が
批
評
で
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
象
徴
主
義
研
究
に
ま
で
迂
路
を
と
っ
た
の

は
、
小
林
の
批
評
の
営
為
が
こ
の
懐
疑
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
説
で
な
い
『
文
芸
評
論
』
に
お
い
て
も
懐
疑
は

他
人
事
で
は
な
い
。
即
ち
批
評
家
と
し
て
の
〈
懐
疑
〉
を
発
見
し
た
こ
と
が
、

最
大
の
変
化
で
あ
っ
た
と
思
う
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
批
評
に
も
〈
懐
疑
〉

さ
れ
る
べ
き
謂
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
批
評
に
は
当
時
、〈
も
は
や
昔
の

様
に
輪
郭
の
鮮
明
な
文
学
作
品
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
つ
た
〉（「
混
乱
」
Ⅲ

15
）
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
既
に
『
文
芸
評
論
』
で
も
〈
批
評
家
が
頭
か
ら

信
用
で
き
る
も
の
は
眼
前
の
作
品
だ
け
で
あ
る
〉
と
捉
え
る
難
し
さ
が
語
ら
れ

て
い
た
。〈
プ
レ
ハ
ノ
フ
も
助
言
す
る
、
フ
ロ
イ
ド
も
助
言
す
る
〉（「
ア
シ
Ⅱ
」

Ⅰ
210
）、
と
。
要
す
る
に
〈
文
学
の
背
後
の
人
間
を
見
、
人
間
の
背
後
に
社
会

を
見
、
歴
史
を
見
る
〉（「
行
方（

（2
（

」
Ⅴ
209
）、
小
説
を
読
む
と
い
う
曖
昧
な
行
為
が
、

心
理
学
・
社
会
学
・
歴
史
学
と
い
っ
た
諸
学
問
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
出
し
た
、

ま
さ
し
く
〈
相
対
主
義
と
い
ふ
社
会
的
感
覚
〉
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

批
評
的
〈
懐
疑
〉（〈
批
評
に
対
す
る
深
い
懐
疑
〉「
混
乱
」
Ⅲ
15
）
と
言
い
得

よ
う
。
む
し
ろ
日
本
の
批
評
家
ら
が
〈
文
学
作
品
は
飽
く
ま
で
も
文
学
作
品
で

あ
る
事
を
疑
は
な
か
つ
た
〉こ
と
が
例
外
的
な
の
で
あ
っ
て
、〈
懐
疑
〉す
る〈
苦

痛
〉
は
近
代
批
評
精
神
に
不
可
欠
で
さ
え
あ
る
（「
混
乱
」
Ⅲ
16
）。

　

小
林
の
批
評
は
実
に
社
会
化
に
よ
る
危
機
に
面
接
し
て
い
た
。〝
読
む
〟
こ

と
が
批
評
の
専
売
特
許
で
な
く
な
っ
た
時
、
批
評
家
は
批
評
を
〈
懐
疑
〉
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
い
や
が
上
に
も
創
作
的
自
意
識
は
批
評
的
〈
懐
疑
〉
と
し
て
内

面
化
さ
れ
て
く
る
。
小
林
が
そ
の
〈
懐
疑
〉
へ
の
解
答
と
し
た
の
が
、あ
の
〈
批

評
す
る
と
は
自
意
識
す
る
事
で
あ
る
〉
と
い
う
定
位
だ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
作
家
の
思
想
を
完
全
に
了
解
し
た
と
信
ず
る
、
そ
の
途
端
、

不
可
思
議
な
角
度
か
ら
、
新
し
い
思
想
の
断
片
が
私
を
さ
し
覗
く
。
ち
ら

り
と
見
た
が
最
後
だ
、
断
片
は
も
は
や
断
片
で
は
な
い
、
忽
ち
拡
大
し
て
、
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今
定
著
し
た
私
の
思
想
を
呑
ん
で
了
ふ
。
こ
の
彷
徨
は
正
に
解
析
に
よ
つ

て
己
れ
の
姿
を
捕
へ
ん
と
す
る
彷
徨
に
等
し
い
。
か
く
し
て
私
は
、
私
の

解
析
の
眩
暈
の
末
、
傑
作
の
豊
富
性
の
底
を
流
れ
る
、
作
者
の
宿
命
の
主

調
低
音
を
き
く
の
で
あ
る
。
こ
の
時
私
の
騒
然
た
る
夢
は
や
み
、
私
の
心

が
私
の
言
葉
を
語
り
始
め
る
、
こ
の
時
私
は
私
の
批
評
の
可
能
を
悟
る
の

で
あ
る
。（「
様
々
」
Ⅰ
137
）

　
〈
批
評
す
る
と
は
自
意
識
す
る
事
〉
と
は
、
即
ち
〝
読
む
〟
こ
と
で
あ
っ
た
。

批
評
と
は
、〈
自
意
識
〉
に
よ
っ
て
自
己
の
裡
に
既
に
定
立
し
て
い
る
レ
ッ
テ

ル
や
従
前
の
解
釈
を
自
己
否
定
し
な
が
ら
作
品
を
現
前
さ
せ
る
営
為
（
ま
さ
し

く〈
批
判
性
〉）だ
と
さ
れ
る
。マ
ル
ク
ス
主
義
が
批
評
家
を
し
て
小
説
の
創
作
・

読
解
を
指
導
さ
せ
る
の
と
は
お
よ
そ
逆
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
自
己
否
定
し
て
行

く
と
、
作
品
自
体
が
語
り
か
け
る
と
で
も
言
う
べ
き
意
味
（〈
作
者
の
宿
命
の

主
調
低
音
〉）
が
現
前
す
る
。

　
「
様
々
な
る
意
匠
」
中
の
、〈
自
意
識
す
る
〉・〈
懐
疑
的
に
語
る
〉
と
い
う
批

評
の
定
位
は
、
以
上
の
批
評
の
現
象
過
程
の
二
つ
の
部
面
を
捉
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
批
評
が
〈
自
意
識
す
る
事
〉
と
は
、〝
読
む
〟
こ
と
。
言
語
外
現
実
の

規
範
的
な
分
節
を
再
解
釈
す
る
創
作
中
の
自
意
識
（〈
自
意
識
の
化
学
〉）
か
ら
、

読
む
こ
と
の
不
鮮
明
な
時
代
に
、
読
み
を
自
己
否
定
的
に
更
新
し
続
け
る
批
評

的
〈
自
意
識
〉
の
働
き
を
抽
象
し
た
の
で
あ
る
。
次
節
の
課
題
で
あ
る
、
も
う

一
方
の
〈
懐
疑
的
に
語
る
〉
と
は
、
読
み
の
最
終
局
面
に
お
け
る
、〈
新
し
い

思
想
〉
の
〈
不
可
思
議
な
角
度
〉
か
ら
の
表
出
を
指
す
。
読
み
と
は
、
そ
の
過

程
に
、
言
わ
ば
〈
自
意
識
〉
の
外
部
な
い
し
空
隙
を
持
つ
、
受
動
的
な
い
し
不

連
続
的
な
行
為
で
あ
り
、
故
に
創
作
的
な
の
だ
。
こ
れ
は
無
論
批
評
的〈
懐
疑
〉

の
リ
ミ
ッ
ト
だ
ろ
う
。〈
自
意
識
〉
と
〈
懐
疑
〉、
こ
の
両
面
が
あ
っ
て
、
小
林

は
『
文
芸
評
論
』
の
〝
私
〟
語
り
に
よ
る
批
評
の
創
作
化
の
可
能
性
、
川
端
の

言
う
〈
批
評
の
方
法
〉
を
掴
ん
だ
の
だ
。

　

創
作
理
論
の
言
外
に
あ
る
懐
疑
か
ら
批
評
的
〈
懐
疑
〉
に
進
む
と
、逆
に
〈
私

批
評
〉
的
な
側
面
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
。
従
っ
て
〈
私
批
評
〉

か
否
か
で
は
な
く
、『
文
芸
評
論
』
成
立
の
外
在
的
な
同
時
代
的
制
約
と
し
て

〈
私
批
評
〉
を
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
。
小
林
に
と
っ
て
〝
私
〟
を
描
く
か
否
か
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
何
か
は
問
題
で
は
な
い
。
日
常
的
な
〝
私
〟
や
文
学
、
そ
し

て
批
評
表
現
を
〈
懐
疑
〉
す
る
批
評
の
あ
り
方
・
態
度
こ
そ
が
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
『
文
芸
評
論
』
の
〈
私
批
評
〉
に
対
す
る
位
置
取
り
と
は
、〈
私

批
評
〉
批
判
で
あ
り
、〝〈
私
批
評
〉
批
判
〟
批
判
と
言
っ
て
良
い
。『
文
芸
評
論
』

が
〈
私
批
評
〉
で
な
い
こ
と
は
決
し
て
自
明
で
は
な
い
。

四
、『
文
芸
評
論
』
と
い
う
〈
技
巧
〉

　

初
期
象
徴
主
義
研
究
か
ら
『
文
芸
評
論
』
へ
の
進
捗
は
、
創
作
意
識
を
ベ
ー

ス
に
〝
読
む
〟
と
い
う
批
評
意
識
を
概
念
化
す
る
階
梯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

た
。
し
か
も
そ
の
間
に
は
、
非
日
常
性
を
志
向
す
る
〈
批
判
性
〉
と
い
う
点
で

一
貫
性
も
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
批
評
的
〈
懐
疑
〉
の
成
立
と
〝
私
〟
語
り
を

可
能
に
し
た
同
時
代
的
制
約
の
発
見
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
批
評

的
〈
自
意
識
〉
に
基
づ
く
『
文
芸
評
論
』
と
、〈
私
批
評
〉
的
な
外
形
と
が
合

致
す
る
必
然
性
を
明
示
す
る
。

　
〈
私
批
評
〉
と
の
接
点
か
ら
『
文
芸
評
論
』
の
実
践
を
探
ろ
う
と
し
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。『
文
芸
評
論
』
自
体
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
〈
私
小
説

的
〉
で
あ
る
と
明
示
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
の
だ
。
な
る
ほ
ど
川
端
康
成
の
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〈
書
き
な
が
ら
育
つ
て
来
る
〉
と
い
う
小
林
評
等
、
批
評
の
創
作
性
を
示
唆
す

る
要
素
も
あ
る
に
は
あ
る
。
小
林
の
批
評
を〈
批
評
と
い
う
形
態
に
お
け
る「
表

現
」〉（
井
口
時
男（

（3
（

）、〈
表
現
行
為
〉（
森
本
淳
生（

（3
（

）
と
焦
点
化
す
る
論
も
あ
る

の
だ
が
、
そ
の
際
必
ず
逢
着
す
る
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
作
家
に
と
っ
て
、〈
宿

命
〉
が
懐
疑
す
る
自
意
識
の
外
部
だ
と
い
う
創
作
観
が
定
説
と
化
す
中
で
、
小

林
の
批
評
自
体
が
外
部
を
要
す
る
創
作
だ
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
問

題
は
、
批
評
中
に
自
己
言
及
的
に
〈
作
者
の
宿
命
の
主
調
低
音
〉
を
言
い
表
す

こ
と
（
理
論
）
と
、
そ
の
批
評
的
言
辞
が
小
林
自
身
の
〈
宿
命
〉
の
表
徴
で
あ

る
こ
と
（
実
践
）
と
は
別
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
空
隙
を
埋
め
る
に
は
、

批
評
が
小
説
に
代
わ
っ
て
〈
懐
疑
〉
を
よ
く
克
服
し
得
る
の
か
を
示
す
必
要
が

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
批
評
と
い
う
も
の
が
、
日
常
的
〝
私
〟
へ
の
懐
疑
の
末

に
作
中
人
物
と
し
て
再
生
さ
せ
る
小
説
の
隘
路
を
実
感
し
た
小
林
が
、
言
わ
ば

そ
の
代
わ
り
に
〝
私
〟
を
定
着
さ
せ
得
る
も
の
な
の
か
否
か
だ
。
そ
れ
は
小
林

云
々
で
は
な
く
、
批
評
の
言
葉
、
例
え
ば
〈
私
批
評
〉
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
小
林
に
と
っ
て
批
評
も
創
作
と
同
様
に
、
理
論
と
実
践
に
還
元
し
得
る

も
の
だ
っ
た
。「
様
々
な
る
意
匠
」
中
に
小
林
は
、〈
私
は
、
こ
ゝ
で
如
何
な
る

問
題
も
解
決
仕
様
と
は
思
は
ぬ
、
如
何
な
る
問
題
も
提
出
仕
様
と
は
思
は
ぬ
〉

（「
様
々
」
Ⅰ
133
）
と
言
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
当
時
の
批
評
は
方
法
論

全
盛
と
言
っ
て
良
か
っ
た
。『
文
芸
評
論
』
中
に
も
、
形
式
主
義
論
（
中
河
与

一
「
形
式
と
内
容
と
は
対
立
し
な
い
」『
読
売
新
聞
』
昭
和
３
・
12
・
21
他
）

や
知
的
労
働
の
集
団
化
論（
大
宅
壮
一「
智
的
労
働
の
集
団
化
に
就
て
」『
新
潮
』

昭
和
３
・
６
他
）
等
、〈
問
題
〉
に
は
事
欠
か
ず
、〈
問
題
〉
解
決
へ
の
方
法
論

は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
し
か
し
批
評
が
方
法
論
と
な
る
時
、
そ
れ
は
未
知
の

小
説
の
前
提
で
し
か
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
理
論
と
実
践
の
乖
離
を
来
す
方

法
論
を
背
景
と
す
れ
ば
、〈
問
題
〉
を
提
出
し
な
い
と
の
宣
言
は
、
批
評
と
は
、

創
作
同
様
、
自
己
目
的
的
に
現
出
す
べ
き
だ
と
の
謂
い
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。

〈
理
論
と
実
践
は
一
つ
だ
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
18
）
と
述
べ
る
評
論
は
あ
る
が
、
こ

の
言
葉
の
遂
行
的
意
味
を
重
視
す
る
小
林
に
す
れ
ば
、
理
論
と
実
践
の
合
一
と

い
う
理
論
の
実
践
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
小
林
に
よ
れ
ば
、
小
説
や
詩
な
ら
ば
、
理
論
と
実
践
に
一
致
関
係
を
取

り
結
ば
せ
る
も
の
は
〈
技
巧
〉
で
あ
っ
た
。
再
度
初
期
象
徴
主
義
研
究
に
遡
れ

ば
、「「
悪
の
華
」
一
面
」
中
の
、
自
意
識
に
よ
る
自
然
の
再
解
釈
に
一
転
し
て

禁
止
が
下
さ
れ
る
点
だ
。

先
に
意
の
儘
に
改
変
さ
る
可
き
も
の
と
し
て
彼
の
魂
の
裡
に
流
動
し
て
ゐ

た
世
界
は
、
今
如
何
ん
と
も
為
難
い
色
と
形
と
を
も
つ
て
浮
び
上
る
。
か

く
し
て
彼
を
取
り
巻
い
て
行
く
も
の
は
既
に
象
徴
的
真
理
の
群
で
は
な
い
。

現
実
と
い
ふ
永
遠
な
現
前
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
何
物
も
隠
さ
な
い
現
象

と
い
ふ
死
の
姿
だ
。（「
悪
華
」
Ⅰ
125
）

　

自
意
識
は
規
範
的
な
分
節
に
対
す
る
懐
疑
を
主
導
し
た
。
自
然
の
再
解
釈
に

よ
っ
て
世
界
は
新
た
に
な
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
自
意
識
が
反
転
、
受

動
性
を
持
つ
に
至
る
。
象
徴
が
定
着
し
た
〈
如
何
ん
と
も
為
難
い
色
と
形
〉
の

〈
現
実
と
い
ふ
永
遠
な
現
前
〉
と
は
、〈
誠
実
な
る
自
意
識
の
極
限
値
〉（「
測
鉛
」

Ⅰ
107
）
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
〈
自
意
識
の
化
学
〉
だ
け
で
は
通
常
創
作

に
は
至
ら
な
い
、
創
作
は
〈
自
意
識
の
冒
険
〉（「
ア
シ
Ⅰ
」
Ⅰ
181
）
だ
と
い
う

の
が
小
林
の
象
徴
論
の
後
半
部
な
の
で
あ
る
。
自
意
識
の
外
部
が
創
作
に
は
不

可
避
だ
。
従
っ
て
〈
自
意
識
の
化
学
〉
の
み
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
〈
斃
死
〉（「
悪

華
」
Ⅰ
119
）
す
る
の
だ
。『
文
芸
評
論
』
で
も
〈
人
の
世
が
各
々
異
つ
た
無
限

な
る
外
貌
を
も
つ
て
、
あ
る
が
儘
で
あ
る
〉（「
様
々
」
Ⅰ
144
）
と
さ
れ
、
各
作
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家
が
自
分
な
り
の
不
動
の
現
実
を
受
容
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
小
林
の
創
作
論

の
基
幹
と
な
っ
た
。

　

注
意
す
べ
き
は
〈
自
意
識
の
極
限
値
〉
と
は
決
し
て
実
在
物
そ
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
人
に
よ
っ
て
異
な
る
外
貌
を
持
つ
そ
れ
は
、
端
的
に
言

え
ば
作
品
で
あ
る
。
以
前
論
じ
た
こ
と
だ
が（

（3
（

、
自
意
識
の
外
部
を
語
る
〈
認
識

論
と
技
巧
論
と
を
一
丸
に
し
よ
う
と
す
る
自
意
識
の
冒
険
〉
と
は
、
要
す
る
に

創
作
行
為
を
指
す
の
で
あ
る
。
小
林
は
、
一
回
的
な
創
作
を
、
言
わ
ば
幾
層
も

の
レ
イ
ヤ
ー
に
分
割
し
て
論
じ
た
。〈
改
変
し
難
き
現
実
〉（「
悪
華
」Ⅰ
127
）と
は
、

作
り
手
が
受
け
身
的
に
認
識
す
る
世
界
を
指
す
。
こ
れ
を
外
部
の
レ
イ
ヤ
ー
と

し
よ
う
。
さ
ら
に
斯
く
し
て
受
容
し
た
外
部
的
世
界
は
各
作
家
ご
と
に
異
な
る

（〈
遠
く
見
捨
て
ゝ
来
た
卑
俗
な
る
街
衢
の
轍
の
跡
が
驚
く
可
き
個
性
を
も
つ
て

浮
び
上
つ
て
来
る
〉「
悪
華
」
Ⅰ
125
）。
あ
く
ま
で
小
林
は
複
雑
な
現
実
を
あ
る

が
ま
ま
認
め
る
〈
現
実
主
義
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
Ⅰ
229
）
だ
が
、
物
自
体
を
分
有
す

べ
く
も
な
い
以
上
、
世
界
の
〈
無
限
な
る
外
貌
〉
な
ど
、
認
識
不
可
能
で
あ
り
、

創
作
は
不
可
避
的
に
一
面
的
だ（

（3
（

。
だ
が
そ
の
限
界
は
各
作
家
の
存
在
と
別
な
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
意
識
の
外
部
と
し
て
の
自
己
で
も
あ
る
。〈
現
実
と
い

ふ
永
遠
な
現
前
〉
は
、
そ
れ
自
体
に
各
自
の
偏
向
（〈
驚
く
可
き
個
性
〉）
を
伏

在
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
小
林
の
言
葉
で
言
え
ば〈
宿
命
〉の
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
個
性
を
表
す
〈
現
実
の
死
の
姿
〉
と
は
、
既
述
の
と
お
り

作
品
で
あ
っ
て
所
与
の
実
在
物
で
は
な
い
。〈
作
者
の
精
神
は
常
に
彼
の
技
術

と
不
離
で
あ
るマ

マ

人
は
思
案
す
る
も
の
が
画
家
の
頭
で
あ
る
か
指
先
で
あ
る
か
知

る
由
も
な
い
。
作
者
の
技
術
論
と
は
彼
の
認
識
論
以
外
の
も
の
を
指
し
は
し
な

い
の
で
あ
る
〉（「
ア
シ
Ⅱ
」
Ⅰ
209
）
等
々
、〈
自
然
〉
を
見
る
個
性
は
作
品
の
〈
技

巧
〉
に
等
し
い
と
、
繰
り
返
し
同
じ
事
実
を
述
べ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
〈
技
巧
〉
の
レ

イ
ヤ
ー
と
言
う
べ
き
だ
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
小
林
が
参
照
し
た
芥
川
龍
之

介
「
芸
術
そ
の
他
」（『
新
潮
』
大
正
８
・
11
）
の
例
に
倣
う
な
ら
ば
、
倪
雲
林

の
〈
悉
途
方
も
な
く
一
方
へ
伸
し
た
〉
作
品
中
の
松
の
枝
と
は
、
一
に
外
部
的

世
界
、
二
に
宿
命
、
三
に
技
巧
と
い
う
、
三
つ
の
異
な
っ
た
レ
イ
ヤ
ー
を
結
合

し
た
一
事
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
『
文
芸
評
論
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
林
は
批
評
に
お
け
る
創

作
と
の
一
番
の
違
い
を
〈
技
巧
〉
と
捉
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
創
作

的
自
意
識
の
〈
技
巧
〉
獲
得
の
顛
末
、
即
ち
改
変
し
難
い
現
実
の
受
容
と
、
批

評
的
〈
自
意
識
〉
の
〈
作
者
の
宿
命
〉
の
受
容
と
は
同
じ
ロ
ジ
ッ
ク
だ
。
だ
が

一
般
的
に
批
評
は
客
観
性
の
担
保
と
い
う
点
で
、
露
骨
な
〈
技
巧
〉
は
忌
む
べ

き
と
考
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
小
林
も
決
し
て
創
作
と
批
評
と
を
同
一
視
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
実
際
小
林
は
、
創
作
の
〈
技
巧
〉
が
〈
複
雑
な
も
の
を
簡
単

に
い
ふ
術
〉
で
あ
る
の
に
対
し
、
批
評
の
〈
技
巧
〉
は
〈
簡
単
な
も
の
を
複
雑

に
い
ふ
術
で
あ
る
と
同
時
に
複
雑
な
も
の
を
簡
単
に
い
ふ
術
〉
だ
と
、
非
対
称

的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
（「
時
評
」
100
）。『
文
芸
評
論
』
の
批
評
的
〈
技
巧
〉

の
前
に
、
小
林
の
批
評
的
〈
技
巧
〉
の
捉
え
方
を
明
確
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
創
作
の
方
は
、〈
無
限
な
る
外
貌
〉
の
認
識
不
可
能
な
世
界
に
対
す
る

（
外
部
の
レ
イ
ヤ
ー
）、
あ
く
ま
で
各
人
な
り
の
見
方
な
の
で
（
宿
命
の
レ
イ
ヤ

ー
）、〈
作
家
の
文
章
製
作
の
苦
心
は
、
抽
象
化
の
苦
心
〉（「
時
評
」
Ⅱ
29
）
と

な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
文
飾
の
よ
う
な
〈
簡
単
な
も
の
を
複
雑
に
い
ふ
術
〉
な
ど

は
不
要
と
い
う
訳
で
あ
る
。

　

批
評
も
、
一
面
は
創
作
同
様
〈
複
雑
な
も
の
を
簡
単
に
い
ふ
術
〉
と
さ
れ
る
。

批
評
が
〈
懐
疑
的
に
語
る
〉
こ
と
と
な
る
の
は
、既
に
示
唆
し
た
通
り
（
三
節
）、

読
み
の
終
盤
、〈
不
可
思
議
な
角
度
か
ら
、
新
し
い
思
想
の
断
片
が
私
を
さ
し
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覗
く
〉
か
ら
だ
。
こ
の
終
局
で
は
、
読
み
の
過
程
を
主
導
し
た
批
評
的
〈
自
意

識
〉
も
止
む
。〝
読
む
〟
と
は
受
動
的
・
不
連
続
的
な
の
だ
が
、
行
為
の
偶
有

性
へ
の
謙
譲
に
は
悲
観
的
な
陰
を
感
じ
な
い
。
作
家
が
自
然
に
〈
驚
く
〉（「
悪

華
」
Ⅰ
125
）
よ
う
に
、
作
品
が
批
評
家
を
〈
動
か
し
〉（「
ア
シ
Ⅱ
」
Ⅰ
206
）
て
、

初
め
て
自
意
識
の
〈
極
限
値
〉
と
し
て
、〈
作
品
が
あ
る
が
儘
の
形
態
と
し
て

眼
前
に
自
明
で
あ
る
〉（「
時
評
」
99
）
状
況
、
即
ち
作
品
の
最
終
解
釈
（〈
作

者
の
宿
命
〉）
を
得
る
。〈
作
者
の
宿
命
〉
は
〈
自
意
識
〉
の
外
部
で
あ
り
（
外

部
の
レ
イ
ヤ
ー
）、
そ
の
点
で
批
評
家
の
解
釈
は
概
念
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
〈
最
上
の
批
評
は
常
に
最
も
個
性
的
〉（「
様
々
」
Ⅰ
136
）
と
な
る
（〈
宿
命
〉

の
レ
イ
ヤ
ー
）。
決
し
て
解
釈
多
様
性
の
遊
戯
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、

批
評
の
営
為
が
創
作
行
為
に
準
え
得
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

し
か
し
批
評
の
場
合
、
創
作
と
は
逆
に
〈
簡
単
な
も
の
を
複
雑
に
い
ふ
術
〉

も
必
要
だ
と
す
る
。
そ
れ
は
残
る
〈
技
巧
〉
の
レ
イ
ヤ
ー
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

小
林
は
〈
批
評
も
自
分
の
作
品
だ
と
可
愛
が
つ
て
る
人
が
な
い
〉（「
批
評
」
Ⅱ

203
）
と
、
批
評
と
創
作
と
の
〈
透
き
間
〉（「
失
格
」
Ⅰ
416
）
を
認
め
て
い
た
。

こ
れ
は
端
的
に
は
、
批
評
で
は
〈
書
く
当
人
が
己
の
書
く
処
に
赤
の
他
人
で
ゐ

る
〉（「
批
評
」
Ⅱ
203
）
と
い
う
、
自
己
の
理
論
を
自
己
の
実
践
と
し
て
い
な
い

方
法
論
へ
の
批
判
と
言
え
る
。
こ
こ
で
〈
自
分
の
作
品
〉
と
言
い
得
る
個
性
の

表
徴
は
、
ま
た
各
作
家
毎
の
か
け
が
え
の
無
さ
は
、〈
技
巧
〉
に
お
い
て
尖
鋭

化
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
批
評
で
は
、
意
識
の
外
部
の
偶
有
的
な
〈
技
巧
〉
は
無

条
件
な
発
揮
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
批
評
家
は
批
評
に
対
し
〈
赤
の
他

人
〉
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

創
作
で
も
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
の
不
可
避
な
言
葉
を
使
用
す
る
。
し
か
し
詩
は
無

論
の
こ
と
、〈
言
葉
の
嘘
を
信
用
す
る
〉（「
絵
空
」
125
）、
常
套
的
な
範
囲
に
言

葉
の
使
用
が
限
ら
れ
て
い
る
小
説
で
も
、
そ
の
自
由
度
ゆ
え
に
既
存
の
言
葉
を

物
質
化
し
一
回
的
な
言
葉
・〈
絶
対
言
語
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
Ⅰ
229
）
と
し
て
、〈
実

践
的
公
共
性
〉（「
様
々
」
Ⅰ
144
）
の
外
部
に
面
接
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た（

（3
（

。
だ

が
石
川
則
夫（

（3
（

の
言
う
通
り
、〈
絶
対
言
語
〉
は
批
評
の
用
い
る
と
こ
ろ
と
は
な

ら
な
い
。
現
に
小
林
も
自
己
の
批
評
を
〈
絶
対
言
語
〉
的
な
〈
荒
唐
不
稽
の
手

記
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
Ⅰ
229
）
と
は
し
て
い
な
い
。
論
評
形
式
を
採
ら
ず
と
も
、
本

質
的
に
文
学
の
論
評
で
あ
る
批
評
で
は
、
言
葉
同
様
〈
公
共
性
〉
を
も
ち
な
が

ら
言
葉
以
上
に
そ
れ
を
担
う
〈
論
理
の
公
共
性
〉（「
様
々
」
Ⅰ
144
）
が
必
定
だ

か
ら
だ
。〈
批
評
家
は
い
つ
も
作
家
の
尻
馬
に
乗
る
宿
命
を
持
つ
て
ゐ
る
〉（「
時

評
」
100
）
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
批
評
は
、〈
語
る
処
が
批
評
で
あ
る
以
上
（
中

略
）抽
象
が
全
々

0

0

許
さ
れ
な
い
と
な
る
と
問
題
は
恐
ろ
し
く
困
難
に
な
る
〉（「
志

賀（
（3
（

」
Ⅰ
160
）
訳
で
あ
る
。
批
評
の
行
為
を
発
見
し
た
小
林
の
批
評
が
、
ま
た
批

評
の
抽
象
性
を
も
痛
切
に
自
覚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
批
評
と
は
〈
極
め
て
安

易
な
職
業
〉
と
は
、
そ
の
韜
晦
に
違
い
な
い（

（3
（

。

　

以
上
か
ら
小
林
は
、
批
評
と
は
〈
簡
単
な
も
の
を
複
雑
に
い
ふ
術
で
あ
る
〉

と
も
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
作
品
の
外
部
的
最
終
解
釈
に
せ
よ
、
そ
れ
を
論
ず

る
〈
論
理
の
公
共
性
〉
が
同
時
に
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〈
理
論
は

現
代
に
於
け
る
巧
言
令
色
〉（「
歴
史
」
Ⅶ
372
）
だ
と
の
立
場
の
小
林
に
は
、
論

理
と
は
尚
更
文
飾
、
つ
ま
り
〈
簡
単
な
も
の
を
複
雑
に
い
ふ
術
〉
で
あ
る
。
小

林
に
と
っ
て
作
品
の
最
終
解
釈
と
い
う
外
部
は
、
作
家
に
と
っ
て
の
作
品
と
い

う
外
部
ほ
ど
に
絶
対
的
で
は
な
く
、
解
釈
の
獲
得
は
、
批
評
家
に
対
し
作
品
を

整
序
す
る
よ
う
な
優
位
な
立
場
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
〈
自
意
識
〉
に
拠
る
、
言
わ
ば
方
法
論
以
上
、
小
説
未
満
の
、
批

評
の
〈
技
巧
〉
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
全
て
あ
く
ま
で
小
林
が
そ
う
言
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っ
て
い
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。『
文
芸
評
論
』
自
体
の
〈
技
巧
〉
が
〈
簡
単

な
も
の
を
複
雑
に
い
ふ
術
で
あ
る
と
同
時
に
複
雑
な
も
の
を
簡
単
に
い
ふ
術
〉

で
な
い
な
ら
ば
、『
文
芸
評
論
』
自
体
が
、
批
判
対
象
と
同
じ
（
言
わ
ば
象
徴

主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
）
方
法
論
と
な
っ
て
し
ま
う
。
批
評
は
あ
く
ま
で
方

法
論
で
は
な
い
が
小
説
や
詩
の
よ
う
な
意
味
で
の
〈
技
巧
〉
も
持
た
な
い
と
い

う
な
ら
ば
、
考
え
得
る
の
は
次
の
こ
と
し
か
な
い
。
批
評
家
が
常
に
否
定
の
最

中
を
生
き
、
他
を
も
っ
て
自
を
語
る
そ
の
自
が
信
じ
ら
れ
な
い
当
然
の
結
果
と

し
て
、
論
評
形
式
は
採
れ
な
い
。
な
ら
ば
非
日
常
的
な
〈
自
意
識
〉
の
実
験
を

行
う
べ
く
、
批
評
に
お
い
て
〝
私
〟
を
語
る
こ
と
だ
。
ヒ
ン
ト
は
日
常
的
な
ら

ざ
る
〝
私
〟（
自
意
識
）
に
依
拠
す
る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
像
に
あ
っ
た
と
思
う
。

　
『
文
芸
評
論
』
中
に
、「
文
学
は
絵
空
ご
と
か
」
と
題
す
る
正
宗
白
鳥
評
が
あ

る
。
そ
の
冒
頭
、
自
身
が
夏
バ
テ
気
味
な
こ
と
を
明
か
す
。
そ
の
た
め
意
気
消

沈
し
文
学
へ
の
幻
想
が
霧
散
し
た
の
か
、
文
学
は
安
来
節
よ
り
立
派
な
の
か
、

平
生
の
確
信
を
見
失
う
。
そ
ん
な
中
、
目
に
と
ま
っ
た
正
宗
の
〝
文
学
は
畢
に

絵
空
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
〟
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
小
林
は
ま
ず
、

現
実
を
陰
惨
と
見
る
正
宗
に
、
文
学
の
装
飾
術
が
や
り
切
れ
な
く
な
っ
て
発
せ

ら
れ
た
言
葉
だ
と
捉
え
た
。
し
か
し
即
座
に
〈
自
意
識
〉
が
働
き
、
そ
れ
で
は

単
な
る
愚
痴
だ
と
自
己
否
定
す
る
。
そ
こ
で
小
林
は
論
を
一
般
化
し
、
現
実
は

〈
不
可
知
〉（「
絵
空
」
Ⅰ
243
）
で
、小
説
の
嘘
と
は
現
実
と
の
絶
対
的
距
離
（
宿

命
の
レ
イ
ヤ
ー
）
だ
と
軌
道
修
正
す
る
。
小
説
が
嘘
で
映
画
が
真
理
だ
と
す
る

浅
薄
な
写
実
主
義
へ
の
批
判
等
を
経
て
、
そ
も
そ
も
近
代
小
説
と
は
、
セ
ル
ヴ

ァ
ン
テ
ス
が
、
文
学
を
絵
空
事
だ
と
言
葉
の
嘘
を
逆
用
し
て
批
判
す
る
こ
と
で

逆
説
的
に
〈
不
可
知
〉
な
現
実
を
示
唆
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と
指
摘
。

絵
空
事
で
あ
る
と
は
近
代
文
学
が
漸
近
的
に
現
実
に
迫
る
た
め
の
、
今
更
言
う

ま
で
も
な
い
自
明
の
前
提
だ
と
の
結
論
に
至
る
。

　

例
え
ば
こ
の
正
宗
論
も
、
言
語
の
嘘
と
は
非
自
然
性
の
こ
と
だ
と
正
面
か
ら

論
証
し
て
は
、
批
評
と
し
て
遂
行
的
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
あ

る
。
既
成
作
家
に
よ
る
、
文
学
は
絵
空
事
だ
と
の
表
明
を
聞
い
て
の
意
気
消
沈

を
述
べ
る
話
の
枕
も
、
批
評
的
〈
自
意
識
〉
に
よ
る
自
己
否
定
的
な
論
述
過
程

も
、
必
要
不
可
欠
な
〈
自
己
表
現
〉
な
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
紆
余
曲
折
を
論
述
す
る
『
文
芸
評
論
』
の
〈
技
巧
〉
と
は
、〈
扨

て
今
は
最
期
の
逆
説
を
語
る
時
だ
〉（「
様
々
」
Ⅰ
137
）、〈
扨
て
、
私
は
も
う
少

し
解
析
を
進
め
よ
う
〉（「
様
々
」
Ⅰ
145
）、〈
扨
て
、
先
に
進
ま
う
〉（「
ア
シ
Ⅲ
」

64
）、〈
そ
し
て
こ
の
術
の
糸
を
引
く
も
の
は
、
―
―
止
さ
う
〉（「
横
光
」
Ⅰ

397
）、〈
扨
て
、
私
は
も
う
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
22
）、〈
当
て
も
な

く
書
い
て
行
く
〉（「
時
評
」
Ⅱ
26
）
等
と
、
思
考
す
る
こ
と
と
書
く
こ
と
と
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
現
在
時
制
の
自
己
言
及
で
あ
ろ

う（
（3
（

。
そ
れ
は
小
説
で
言
う
と
こ
ろ
の
内
的
独
白
の
よ
う
な
〈
自
己
告
白
〉
の
論

述
で
、
そ
の
一
回
性
に
よ
っ
て
論
評
形
式
の
普
遍
性
を
壊
し
な
が
ら
、〈
論
理

の
公
共
性
〉
も
担
保
す
る
〈
技
巧
〉
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
〈
感
動
し
乍
ら

思
案
す
る
〉（「
失
格
」Ⅰ
408
）と
も
あ
り
、〈
私
の
不
満
〉（「
ア
シ
Ⅰ
」Ⅰ
179
）、〈
私

の
意
気
銷
沈
〉（「
絵
空
」
120
）、〈
動
揺
す
る
私
の
心
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
11
）
と
い

う
そ
の
都
度
の
感
情
に
委
ね
ら
れ
〈
ど
ん
な
結
論
が
出
来
て
来
る
か
わ
か
ら
な

い
〉（「
失
格
」
Ⅰ
408
）
等
の
感
情
的
な
思
考
の
現
象
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
批
評
を
無
目
的
に
論
述
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、総
じ
て
〈
自
意
識
〉

的
な
読
み
の
経
緯
を
明
か
す
遂
行
的
な
〈
技
巧
〉
と
言
う
べ
き
も
の
だ
。
川
端

の
言
う
〈
書
き
な
が
ら
育
つ
て
来
る
〉
と
は
、そ
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
無
論
、

既
述
し
た
〈
雑
談
〉
や
喋
る
（「
ア
シ
Ⅰ
」
46
）
と
い
っ
た
殊
更
会
話
を
装
う
〈
私
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批
評
〉
的
な
傾
向
も
、
む
し
ろ
〈
自
意
識
〉
の
理
論
を
地
で
行
く
〈
技
巧
〉
の

現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
井
口
論（

（4
（

の
言
う
〈
一
人
称
の
強
度
を
作
り
出
す

こ
と
〉
は
、
小
林
の
批
評
が
〈
私
批
評
〉
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
以
外
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
さ
ら
に
正
宗
の
〈
私
批
評
〉
同
様
の
〝
転
換
〟
を
論
述

す
る
こ
と
が
、
自
己
否
定
の
無
私
な
〈
自
意
識
の
冒
険
〉
を
表
す
。
要
す
る
に
、

〝
私
〟
の
読
み
の
発
生
の
場
を
表
す
こ
と
だ
。〝
読
む
〟
と
は
論
理
の
抽
出
に
他

な
ら
な
い
が
、
い
か
な
る
論
理
も
発
生
に
お
い
て
一
回
的
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
文
芸
評
論
』
が
、
口
語
的
な
現
在
時
制
を
要
す
る
〈
懐
疑
〉
を
〈
技
巧
〉

と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
論
中
の
批
評
的
〈
自
意
識
〉
の
実
践
と
言
っ
て
良

い
の
で
は
な
い
か
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
よ
う
に
、〈
自
意
識
〉
に
終
始
す
る
こ

と
自
体
を
抒
情
と
し
た
時
、
最
終
解
釈
獲
得
と
い
う
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
さ
え
も
、

決
し
て
終
着
点
で
は
な
く
な
る
。
自
己
否
定
へ
の
郷
愁
を
仄
め
か
す
調
子
が
、

〈
自
意
識
〉
へ
の
再
帰
、
自
己
否
定
的
な
読
み
の
再
起
動
を
予
感
さ
せ
る
だ
ろ

う
。〈
告
白
〉
す
る
〝
私
〟
と
は
日
常
性
を
排
し
た
〈
自
意
識
〉、
即
ち
読
む 

〝
私
〟
の
自
己
否
定
的
な
意
識
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。『
文
芸
評
論
』
は
、〈
自

己
告
白
〉
さ
れ
る
〝
私
〟
か
ら
日
常
性
を
排
す
る
こ
と
で
、
反
転
的
に
非
日
常

的
な
〈
自
意
識
〉
と
し
て
の
〝
私
〟
を
増
幅
さ
せ
る
点
が
、
劃
時
代
的
だ
っ
た

の
だ
。
こ
れ
を
、
自
己
へ
の
関
心
を
開
示
す
る
〈
私
批
評
〉
と
名
指
せ
な
い
な

ら
、
端
的
に
〝
非
批
評
〟
と
言
っ
て
も
良
い
。
こ
の
〝
非
批
評
〟
性
に
よ
っ
て
、

象
徴
主
義
同
様
に
批
評
と
し
て
〈
文
学
の
文
学
的
批
判
者
〉（「
現
代
詩
」
Ⅳ

179
）
た
る
立
場
を
固
守
す
る
途
が
拓
け
た
。
口
語
的
な
現
在
時
制
と
い
う
外
形

は
、
斯
様
に
批
評
的
〈
自
意
識
〉
を
読
み
取
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
が
、〈
宿
命
〉
や
〈
夢
〉
と
い
っ
た
用
語
法
で
あ
ろ
う
。
専

門
用
語
や
概
念
語
は
〈
論
理
的
造
形
性
〉（「
言
語
」
Ⅳ
192
）
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

一
回
的
な
〈
自
意
識
〉
の
経
験
の
述
懐
に
は
不
向
き
だ
。〈
新
語
〉（「
私
小
説
」

Ⅲ
402
）
に
頼
ろ
う
に
も
、〈
言
語
と
い
ふ
も
の
は
人
が
考
へ
て
ゐ
る
ほ
ど
人
の

自
由
に
な
る
も
の
で
は
決
し
て
な
〉（「
言
語
」
Ⅳ
191
）
い
。
小
林
に
よ
れ
ば
伝

統
は
〈
文
学
的
リ
ア
リ
テ
ィ
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
402
）
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
の
日
常
語
と
い
う
選
択
な
の
で
あ
ろ
う
。〈
公
式
的
命
題
と

い
ふ
仮
托マ

マ

物
〉（「
言
語
」
Ⅳ
193
）
に
安
住
す
る
風
潮
が
あ
る
な
ら
、
そ
う
い
う

選
択
は
〈
批
判
性
〉
さ
え
持
つ
だ
ろ
う
。
当
然
こ
れ
ら
が
違
和
感
を
持
た
れ
ず

に
読
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
定
内
だ
っ
た
（〈
神
と
か
死
と
か
宿
命
と

か
と
い
ふ
諸
記
号
が
如
何
に
愚
劣
な
意
味
を
持
た
う
と
も
〉「
悪
華
」
Ⅰ
121
、〈
夢

と
い
ふ
言
葉
が
嫌
ひ
な
ら
〉「
絵
空
」
Ⅰ
243
等
）。〈
自
意
識
の
冒
険
〉
の
最
中

の
〈
影イ

マ
ジ
ユ像
〉
と
、半
ば
批
評
の
〈
自
意
識
〉
中
に
現
出
す
る
思
想
と
い
う
こ
と
で
、

現
象
過
程
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
無
論
〈
魚
か
ら
海
を
引
〉
く
よ

う
な
詩
的
言
語
で
は
な
い
が
、〝
非
批
評
〟的
言
辞
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
〈
技
巧
〉
が
、
半
ば
論
理
的
に
、
半
ば
形
式
的
な
普
遍
性
を
排
し
て

小
林
の
批
評
を
〈
作
品
〉
と
す
る
結
節
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
学
的
〈
技

巧
〉
の
ぎ
り
ぎ
り
の
抽
象
を
侵
犯
し
て
論
理
に
ま
で
抽
象
を
拡
張
さ
せ
な
が
ら
、

結
論
的
な
命
題
を
宙
づ
り
に
し
、
か
つ
現
在
時
制
を
も
っ
て
論
理
を
一
回
的
な

も
の
と
す
る
。
文
学
と
し
て
書
く
一
回
性
と
論
理
と
し
て
書
く
普
遍
性
と
を
稀

釈
す
る
こ
と
で
、
批
評
と
し
て
書
く
こ
と
の
存
在
性
を
得
る
、
批
評
も
一
面
命

題
化
し
え
な
い
一
回
的
な
〈
作
品
〉
と
な
る
。
普
遍
性
を
狙
わ
ず
、
読
み
の
生

成
と
展
開
を
表
そ
う
と
い
う
、
そ
の
批
評
の
特
徴
と
は
、
現ナ

ウ
ネ
ス

在
性
と
ま
と
め
ら

れ
よ
う
か
。
以
上
、
小
林
を
し
て
批
評
を
自
己
目
的
化
せ
し
め
た
の
は
、〝
私
〟

を
語
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
批
評
固
有
の
物
言
い
で
〝
私
〟
を
語
る
〈
技
巧
〉

で
あ
っ
た
ろ
う
。
川
端
が
〈
私
小
説
的
〉
だ
と
評
し
た
意
味
も
こ
の
よ
う
な
と
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こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
う
の
だ
。

五
、
小
説
と
思
想
の
狭
間

　

小
林
の
批
評
が
創
作
的
だ
と
は
、
そ
の
創
作
性
の
指
摘
だ
け
で
は
言
え
な
い

こ
と
で
あ
る
。
批
評
の
論
理
的
制
約
を
逆
手
に
と
っ
た
非
批
評
的
言
辞
が
、
そ

の
新
奇
さ
に
お
い
て
創
作
の
代
替
と
な
り
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
批
評
へ
の
志

向
が
何
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
は
別
問
題
だ
。
何
分
単
に
小
説
を
書
く
志
向
で

は
な
く
、
理
知
に
よ
っ
て
繫
留
さ
れ
た
創
作
化
の
志
向
な
の
だ
。
で
あ
れ
ば
、

同
時
に
思
想
へ
の
志
向
も
包
含
す
る
の
が
道
理
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
創
作
同
様

思
想
自
体
も
斥
け
ら
れ
る
理
由
が
是
非
必
要
だ
。
そ
れ
が
批
評
へ
の
志
向
の
定

位
と
な
ろ
う
。

　

小
林
は
思
想
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
実
践
か
ら
評
価
す
る
価
値
基
準
を

有
し
て
い
た
。
小
林
が
『
文
芸
評
論
』
中
繰
り
返
す
、〈
言
葉
の
陰
翳
〉（「
志
賀
」

Ⅰ
155
、「
ア
シ
Ⅲ
」
Ⅰ
215
、「
ア
シ
Ⅳ
」
Ⅰ
228
、「
悟
達
」
Ⅱ
20
）
が
そ
れ
で
あ

る（
（4
（

。
小
林
が
こ
の
曖
昧
な
言
葉
を
用
い
て
、『
文
芸
評
論
』
中
評
価
す
る
の
は
、

カ
ン
ト
の
〈「
純
粋
理
性
批
判
」
中
の
質
と
量
と
を
両
極
と
す
る
美
し
い
放
電
）

（「
ア
シ
Ⅰ
」
42
）
つ
ま
り
純
粋
悟
性
概
念
の
図
式
論（

（4
（

と
、〈
商
品
の
計
量
〉（「
ア

シ
Ⅰ
」Ⅰ
184
）つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
商
品
論
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
対
す
る
、〈
現

実
の
経
済
機
構

0

0

0

0

の
生
々
し
さ
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
21
）
だ
け
を
見
て
〈
経
済
学
の
方

法
〉
な
ど
に
は
〈
口
を
つ
ぐ
ん
だ
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
17
）
と
い
う
評
価
の
要
点
は
、

安
易
な
自
己
言
及
は
こ
れ
を
排
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
（〈
マ

ル
ク
ス
は
理
論
と
実
践
が
弁
証
法
的
統
一
の
も
と
に
あ
る
な
ど
と
説
き
は
せ
ぬ
、

そ
の
統
一
を
生
き
た
の
だ
〉「
悟
達
」
Ⅱ
18
）。〈
方
法
論
の
正
し
さ
は
た
ゞ
内

容
の
み
が
明
か
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
17
）
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。

　

物
自
体
に
せ
よ
商
品
に
せ
よ
〈
理
論
は
対
象
か
ら
離
れ
ず
〉（「
科
学
」
Ⅱ

67
）
に
あ
っ
て
〈
言
葉
の
陰
翳
〉
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
理
由
が
あ
ろ
う
。
思
想
に
は
所
謂
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ジ
レ
ン
マ
（「
様
々
」

第
五
節
）
が
不
可
避
だ
。
理
論
の
〈
自
己
言
及
化
〉（
森
本
淳
生（

（4
（

）、
実
践
が
当

該
理
論
の
一
用
例
と
な
る
い
わ
ゆ
る
理
論
の
〈
ア
ポ
リ
ア
〉（
山
本
亮
介（

（4
（

）
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
え
て
自
己
を
語
ら
ず
に
理
論
の
一
用
例
で
あ
る
こ
と
を
承

認
す
る
な
ら
ば
、
理
論
に
よ
る
画
一
化
か
つ
実
践
に
よ
る
具
体
化
と
い
う
自
己

否
定
の
〈
葉
緑
素
的
機
能
の
苦
悩
〉（「
測
鉛
」
Ⅰ
108
）
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
自
己
を
理
論
の
一
例
と
化
し
対
象
だ
け
を
論
じ
る
の
が
肝
心
な
の
は
、

自
己
の
外
部
の
記
述
の
た
め
で
は
な
く
、
こ
の
自
己
否
定
の
た
め
で
あ
る
。
そ

こ
に
〈
私
〉
を
捨
て
思
想
に
殉
じ
る
潔
さ
が
認
め
ら
れ
る
、だ
か
ら
小
林
は
〈
言

葉
の
陰
翳
〉
を
看
取
す
る
の
だ（

（4
（

。

　

で
は
研
究
対
象
を
文
学
と
し
た
思
想
の
実
践
で
は
ど
う
か
。

　

小
林
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
文
学
の
思
想
の
状
況
と
は
、〈
今
日
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ヤ
文
学
者
は
内
容
主
義
を
喚
き
、
新
興
芸
術
派
は
形
式
主
義
を
叫
ん
で
ゐ
る
。

両
方
と
も
科
学
的
に
な
つ
た
積
り
で
ゐ
る
が
、
た
ゞ
科
学
と
い
ふ
言
葉
を
い
ぢ

く
つ
て
ゐ
る
だ
け
〉（「
時
評
」
101
）
で
あ
っ
た
。
小
林
が
示
し
た
、
マ
ル
ク
ス

主
義
文
学
へ
の
、〈
己
れ
を
捨
て
ゝ
他
人
の
為
に
書
く
と
い
ふ
情
熱
を
信
じ
て

ゐ
る
〉（「
混
乱
」
Ⅲ
23
）
と
い
う
共
感
を
見
て
も
、
小
林
自
身
が
思
想
へ
の
志

向
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
推
し
量
ら
れ
る
。
だ
が
当
時
文
学
の
思
想
と
は
、
科

学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
文
学
上
の
科
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
生
に
現
は
れ
る
〉（「
時
評
」
101
）
こ
と
の
な
い
よ
う
〈
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
三
分
（
中
略
）
あ
と
の
六
分
は
感
情
〉（「
ア
シ
Ⅱ
」
46
）
と
す
る
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と
い
っ
た
〈
批
評
家
が
作
家
を
指
導
す
る
〉（「
時
評
」
100
）
体
の
、
方
法
の
提

供
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ジ
レ
ン
マ
は
回
避
さ
れ
て
し

ま
う
。
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
目
的
論
的
で
い
る
間
、
思
想
の
体
現
の
試
金
石
と
な

る
自
己
否
定
を
避
け
、〈
己
れ
を
棚
に
上
げ
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
14
）
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
方
法
論
と
い
う
隘
路
が
思
想
の
障
壁
と
な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、

逆
説
的
に
せ
よ
、
他
な
ら
ぬ
批
評
そ
れ
自
体
へ
の
志
向
を
醸
成
し
た
と
考
え
得

る
。
な
る
ほ
ど
小
林
に
は
、〈
い
つ
も
作
家
の
尻
馬
に
乗
る
〉
批
評
と
は
〈
極

め
て
安
易
な
職
業
〉
で
あ
る
。〈
宿
命
〉
そ
の
も
の
で
あ
る
〈
技
巧
〉
が
、〈
宿
命
〉

の
批
評
的
読
み
の
及
ば
な
い
絶
対
な
ら
、思
想
に
お
け
る〈
対
象
〉へ
の〈
覚
悟
〉

は
、
や
は
り
他
を
も
っ
て
自
を
語
っ
て
い
る
程
度
の
批
評
の
自
己
否
定
の
及
ば

な
い
絶
対
で
あ
る
よ
う
だ
。
創
作
お
よ
び
思
想
に
は
、
詩
的
言
語
と
論
理
と
で

言
語
事
実
と
し
て
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
否
定
の
論
理
―
―
受
動
性
、
お
よ
び

自
己
言
及
の
禁
止
―
―
に
基
づ
く
点
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。と
も
に〈
倫

理
的
〉（「
悟
達
」
167
）
な
の
だ
。
し
か
し
批
評
家
が
批
評
に
お
い
て
何
も
代
償

を
払
わ
ず
、
斯
様
に
〈
書
く
当
人
が
己
れ
の
書
く
処
に
赤
の
他
人
で
ゐ
る
〉
冷

淡
さ
が
、
か
え
っ
て
小
林
に
〈
作
家
の
悲
惨
を
凌
ぐ
〉（「
批
評
」
Ⅱ
203
）
と
感

じ
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
〈
困
難
〉
が
最
終
的
に
小
林
に
小
説
で
は
な

く
批
評
を
選
択
さ
せ
た
に
違
い
な
い
（〈
困
難
困
難
と
は
よ
ほ
ど
困
難
の
好
き

な
男
だ
〉「
失
格
」
Ⅰ
410
）。

　

日
常
生
活
上
の
〝
私
〟
に
肯
定
感
を
持
て
ず
に
創
作
を
行
う
こ
と
は
、〈
自

意
識
の
化
学
〉
の
象
徴
主
義
に
せ
よ
、
自
意
識
の
〈
実
験
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ

395
）
の
ジ
ッ
ド
に
せ
よ
、確
か
に
〈
悲
惨
〉
に
違
い
な
い
が
、批
評
に
お
い
て
〈
懐

疑
〉
す
る
隘
路
に
較
べ
れ
ば
ま
だ
安
易
だ
と
い
う
状
況
が
、
こ
の
時
現
出
し
た

の
で
あ
る
。
創
作
は
懐
疑
の
結
果
に
せ
よ
〈
宿
命
〉
の
発
現
と
い
う
意
味
で
は

カ
タ
ル
シ
ス
た
り
得
る
。
そ
れ
に
較
べ
、
作
品
の
現
象
過
程
に
終
始
し
〈
自
分

と
は
何
も
の
か
〉（「
悟
達
」
164
）
自
己
探
求
を
続
け
る
終
わ
ら
な
い
自
意
識
は
、

〈
困
難
〉
極
ま
る
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
が
、
方
法
論
の
先
に
あ
る
、
し
か

も
創
作
と
は
別
様
の
、
批
評
独
自
の
代
償
で
あ
る
。
小
林
は
創
作
に
お
け
る
よ

う
な
自
然
を
獲
得
す
る
〈
抒
情
的
奇
蹟
を
夢
み
〉（「
か
ら
く
り
」
Ⅰ
172
）
つ
つ
、

あ
え
て
〈
不
幸
の
迷
路
に
道
を
失
〉（「
か
ら
く
り
」
Ⅰ
173
）
う
こ
と
を
選
択
し

た
。
そ
の
よ
う
に
横
断
的
な
位
置
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
で
、
近
代
特
有
の
社

会
化
の
危
機
を
文
学
領
域
に
お
い
て
引
き
受
け
よ
う
と
い
う
矜
恃
こ
そ
が
、〈
安

易
な
職
業
〉
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
〈
批
評
の
現
実
性
〉（「
悟
達
」
170
）
に
他

な
ら
な
い
。
批
評
特
有
の
〈
倫
理
的
〉
な
〈
懐
疑
〉
で
あ
る
。

　

以
上
『
文
芸
評
論
』
か
ら
読
み
取
り
得
た
批
評
を
繞
る
環
境
と
は
、
小
林
以

前
に
あ
っ
て
小
林
の
及
ば
な
い
外
部
、
だ
が
小
林
秀
雄
を
小
林
秀
雄
た
ら
し
め

た
同
時
代
的
外
部
と
言
っ
て
良
い
。
そ
う
し
た
現
実
は
、
つ
ね
に
批
評
家
個
人

の
批
評
活
動
の
ド
ラ
マ
か
ら
は
み
出
す
に
違
い
な
い
。
小
林
秀
雄『
文
芸
評
論
』

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

注（
１
）	

ま
ず
本
稿
で
扱
う
小
林
の
テ
ク
ス
ト
の
書
誌
と
タ
イ
ト
ル
の
略
称
（
※
印
）

を
示
す
。『
文
芸
評
論
』（
白
水
社
、昭
和
６
・
７
）
所
収
の
も
の
、「
様
々
な
る
意
匠
」

（『
改
造
』
昭
和
４
・
９
※
「
様
々
」）、「
志
賀
直
哉
」（『
思
想
』
昭
和
４
・
12
※
「
志

賀
」）、「
か
ら
く
り
」（『
文
学
』
昭
和
５
・
２
）、「
ア
シ
ル
と
亀
の
子
Ⅰ
」（『
文
芸

春
秋
』
昭
和
５
・
４
※
「
ア
シ
Ⅰ
」）、「
ア
シ
ル
と
亀
の
子
Ⅱ
」（『
同
前
』
昭
和
５
・

５
※「
ア
シ
Ⅱ
」）、「
ア
シ
ル
と
亀
の
子
Ⅳ
」（『
同
前
』昭
和
５
・
７
※「
ア
シ
Ⅳ
」）、「
ア

シ
ル
と
亀
の
子
Ⅴ
」（『
同
前
』
昭
和
５
・
８
※
「
ア
シ
Ⅴ
」）、「
文
学
は
絵
空
ご
と
か
」
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（『
同
前
』昭
和
５
・
９
※「
絵
空
」）、「
横
光
利
一
」（『
同
前
』昭
和
５
・
11
※「
横
光
」）、

「
マ
ル
ク
ス
の
悟
達
」（『
同
前
』
昭
和
６
・
１
※
「
悟
達
」）、「
文
芸
時
評
」（『
同
前
』

昭
和
６
・
２
※
「
時
評
」）、「
批
評
家
失
格
」（『
新
潮
』
昭
和
５
・
11
※
「
失
格
」）。

　

そ
れ
以
外
の
も
の
、「
測
鉛
」（『
大
調
和
』
昭
和
２
・
８
）、「
芥
川
龍
之
介
の
美

神
と
宿
命
」（『
大
調
和
』
昭
和
２
・
９
※
「
芥
川
」）、「「
悪
の
華
」
一
面
」（『
仏
蘭

西
文
学
研
究
』
昭
和
２
・
11
※
「
悪
華
」）、「
文
芸
批
評
の
科
学
性
に
関
す
る
論
争
」

（『
新
潮
』
昭
和
６
・
４
※
「
科
学
」）、「
批
評
に
就
い
て
」（『
都
新
聞
』
昭
和
７
・
２
・

17
―
20
※
「
批
評
」）、「
文
学
界
の
混
乱
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
和
９
・
１
※
「
混
乱
」）、

「
私
小
説
論
」（『
経
済
往
来
』
昭
和
10
・
５
―
８
※
「
私
小
説
」）、「
現
代
詩
に
つ
い

て
」（『
俳
句
研
究
』
昭
和
11
・
８
※
「
現
代
詩
」）、「
言
語
の
問
題
」（『
文
芸
』
昭

和
11
・
９
※
「
言
語
」）、「
文
芸
批
評
の
行
方
」（『
中
央
公
論
』
昭
和
12
・
８
※
「
行

方
」）、「
志
賀
直
哉
論
」（『
改
造
』
昭
和
13
・
２
※
「
志
賀
論
」）、「
歴
史
の
魂
」（『
新

指
導
者
』
昭
和
17
・
７
※
「
歴
史
」）。

　

本
文
中
の
引
用
は
初
出
を
優
先
し
た
が
、
巻
数
と
頁
番
号
は
参
看
の
便
に
第
五
次

『
小
林
秀
雄
全
集
』（
新
潮
社
）
に
よ
っ
た
。
削
除
箇
所
に
限
り
初
出
の
頁
数
の
み
記

す
。
引
用
中
の
傍
線
は
全
て
稿
者
に
よ
り
、
そ
の
他
傍
点
等
は
原
文
の
儘
で
あ
る
。

（
２
）	

「
意
識
と
言
葉
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
』
昭
和
63
・
３
※
『
文
学
言

語
の
探
究
』
笠
間
書
院
、
平
成
22
・
２
）
他
。

（
３
）	

「
小
林
秀
雄
「
Ｘ
へ
の
手
紙
」
試
論
」（『
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
紀
要
』

平
成
14
・
１
※
『
言
葉
と
他
者
』
青

舎
、平
成
23
・
10
）。
ま
た
別
な
論
点
と
し
て
、

「
Ｘ
へ
の
手
紙
」
を
転
向
の
書
と
捉
え
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
４
）	

『
批
評
の
誕
生
／
批
評
の
死
』（
講
談
社
、
平
成
13
・
５
）。
だ
が
本
稿
は
、

井
口
論
の
、〝
私
〟
が
〝
私
〟
を
語
る
た
め
に
、
否
定
神
学
的
に
〝
私
〟
を
語
ら

な
い
昭
和
一
〇
年
代
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
に
至
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
採
ら

ず
、『
文
芸
評
論
』
を
焦
点
化
す
る
。

（
５
）	

伊
中
悦
子
「
小
林
秀
雄
の
「
私
小
説
論
」」（『
日
本
近
代
文
学
』
昭
和
55
・
10
）、

鈴
木
貞
美
「『
私
小
説
論
』
に
つ
い
て
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
４
・
６
）、
坂
田
達

紀
「
私
批
評
の
成
立
―
小
林
秀
雄
の
昭
和
11
年
頃
の
変
化
に
つ
い
て
―
」（『
四
天
王

寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
平
成
20
年
・
３
）。
た
だ
し
、
言
外
の
状
況
的
な
意
味
の

レ
ベ
ル
ま
で
含
め
る
な
ら
ば
自
己
表
現
で
な
い
批
評
は
あ
る
ま
い
。

（
６
）	

注
５
参
照
。
根
本
的
に
論
評
形
式
を
免
れ
な
い
批
評
の
自
己
表
現
は
直
接
的

な
も
の
で
は
な
く
、〈
他
人
の
作
品
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
優
に
自
己
を
語
り
自

己
を
表
現
し
得
る
〉（
小
笠
原
克
「
批
評
の
文
学
的
自
立
」『
岩
波
講
座
文
学
７
』
昭

和
51
・
５
）、
つ
ま
り
〈「
私
」
の
影
〉
と
し
て
だ
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ろ
一
般
的

な
批
評
理
解
で
あ
っ
た
ろ
う
。
例
え
ば
佐
藤
春
夫「
創
作
月
旦
」（『
新
潮
』大
正
８
・

８
〈
す
べ
て
が
「
私
は
思
ふ
」
だ
〉）、
芥
川
龍
之
介
「「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸

的
な
」
三
十
二
批
評
時
代
」（『
改
造
』
昭
和
２
・
６
〈
僕
自
身
を
理
智
的
に
歌
ひ
上

げ
る
〉）
他
。
な
お
小
林
の
言
う
〈「
私
」
の
影
〉
と
は
、
三
人
称
の
自
然
主
義
的
小

説
に
見
出
さ
れ
る
〝
私
〟
を
意
味
す
る
用
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
他
人
を
評
す
る
論
評

に
援
用
し
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
７
）	

「
コ
メ
デ
ィ
・
リ
テ
レ
ー
ル
」（『
近
代
文
学
』
昭
和
21
・
２
Ⅷ
14
）。
周
知
の

通
り
平
野
は
小
林
自
身
（「
中
野
重
治
君
へ
」）『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
11
・
４
・

２
―
３
他
）
の
提
出
し
た
概
念
を
敷
衍
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
８
）	
菊
池
寛
の
論
集
で
も
、
各
種
の
随
筆
と
抱
き
合
わ
せ
の
内
容
構
成
は
、
批
評

の
随
筆
化
の
動
向
に
与
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
９
）	

当
時
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
批
評
は
、〈
評
論
の
為
の
評
論
〉（
間
宮
茂
輔
「
評

論
家
の
評
論
」『
読
売
新
聞
』
大
正
14
・
12
・
２
―
４
）、公
式
的
と
い
う
意
味
で
〈
独

断
的
な
批
評
〉（
戸
川
貞
雄
「
文
芸
批
評
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」『
読
売
新
聞
』
大
正
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15
・
５
・
20
―
22
）
と
批
判
さ
れ
た
。

（
10
）	

青
野
に
与
せ
ず
と
も
、〈
私
批
評
〉
批
判
は
無
論
あ
っ
た
。
堀
木
克
三
「
文

芸
評
論
に
つ
い
て
」（『
不
同
調
』
昭
和
２
・
５
）、
中
村
武
羅
夫
「
批
評
的
精
神
及

び
批
評
の
職
能
」（『
新
潮
』
昭
和
３
・
11
）
他
。

（
11
）	
「
大
正
末
期
の
私
小
説
論
と
そ
の
終
焉
」（『
国
語
国
文
研
究
』
昭
和
34
・
２
）。

（
12
）	

も
っ
と
も
小
林
は
、
後
年
、
自
然
主
義
小
説
が
私
小
説
を
の
こ
し
た
の
と
は

対
照
的
に
、〈
自
然
主
義
批
評
か
ら
私
批
評
と
い
ふ
批
評
様
式
す
ら
遺
し
て
も
ら
へ

な
か
つ
た
〉（「
行
方
」
Ⅴ
209
）
と
、〈
私
批
評
〉
を
文
学
動
向
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

（
13
）	

無
論
単
な
る
〈
雑
談
〉
な
ら
、
正
宗
以
前
も
、
印
象
批
評
家
を
自
認
す
る
佐

藤
春
夫
が
〈
話
が
外
れ
て
仕
舞
つ
て
〉（「
創
作
月
旦
」『
新
潮
』
大
正
８
・
８
）
等
、

批
評
を
書
く
〝
私
〟
を
自
在
に
記
述
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

（
14
）	

「
昭
和
初
期
批
評
の
場
所
」（『
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
平
成

13
・
１
※
『
言
葉
と
他
者
』
注
３
）
参
照
。

（
15
）	

「
私
批
評
の
崩
壊
」『
近
代
文
学
評
論
大
系
月
報
８
』（
角
川
書
店
、
昭
和

48
・
１
）。
磯
貝
に
よ
れ
ば
、
私
小
説
は
大
正
文
学
の
対
自
意
識
の
発
生
、〈
私
批
評
〉

は
大
正
批
評
の
対
自
意
識
と
す
る
。
そ
し
て
〈
評
者
の
人
柄
と
一
体
化
し
た
、
い
わ

ば
持
前
批
評
の
強
み
〉
を
認
め
る
。

（
16
）	

注
４
に
同
じ
。

（
17
）	

磯
貝
論
（
注
15
）、
小
笠
原
克
「
小
林
秀
雄
と
明
治
大
正
文
学
」（『
国
文
学
』

昭
和
44
・
11
）
等
に
よ
る
、〈
批
評
と
は
竟
に
己
れ
の
夢
を
懐
疑
的
に
語
る
事
で
は

な
い
の
か
！
〉
と
い
う
言
明
の
焦
点
を
〈
懐
疑
的
〉
に
置
く
と
の
指
摘
は
そ
の
通
り

で
あ
ろ
う
。
問
題
は
〈
懐
疑
〉
の
中
身
で
あ
る
。

（
18
）	

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
自
意
識
を
看
取
す
る
こ
と
は
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
チ
ボ
ー
デ

『
内
面
の
人
』（
1924
）の〈
修
道
僧
の
僧
房
の
白
い
四
壁
は
四
個
の
反
射
鏡
の
や
う
〉（
笠

森
猛
正
訳
『
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
論
』
白
水
社
、
昭
和
14
・
11
）
等
、
同
時
代
の
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
論
に
鑑
み
、
相
応
に
理
由
は
あ
っ
た
。

（
19
）	

こ
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
自
意
識
は
、
周
知
の
通
り
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
論
の
援
用
で
あ
る
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
論
と
は
、『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』

（
1924
）
所
収
の
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
方
法
へ
の
序
説
」（
1895
）
と
「
註

と
雑
説
」（
1919
）
で
あ
る
。
存
在
物
の
間
に
お
け
る
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
法
則
抽
出
に

ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
見
出
し
た
、
継
起
的
な
印
象
を
注
視
し
目
に
見
え
る
も
の
の
〈
羸

弱
性
〉（
河
上
徹
太
郎
訳
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
方
法
論
序
説
」『
白
痴

群
』
昭
和
４
・
７
※
「
註
と
雑
説
」
部
。）
を
表
す
ま
で
に
心
像
を
多
様
化
す
る
と
は
、

ま
さ
し
く
小
林
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
指
摘
し
た
規
範
的
な
分
節
の
改
編
に
等
し
い
。

清
水
孝
純
『
小
林
秀
雄
と
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
』（
審
美
社
、
昭
和
55
・
６
）、
森
本

敦
生
「
批
評
言
語
と
私-

小
説-

論
」（『
言
語
社
会
』
平
成
23
・
３
）
他
参
照
。

（
20
）	

注
19
参
照
。

（
21
）	

小
林
秀
雄
訳
『
酩
酊
船
』（
白
水
社
、
昭
和
６
・
11
）
に
拠
る
。

（
22
）	

小
林
秀
雄
訳
『
地
獄
の
季
節
』（
白
水
社
、
昭
和
５
・
10
）
に
拠
る
。
各
詩

の
タ
イ
ト
ル
も
同
書
に
基
づ
く
。
さ
ら
に
宝
石
ま
で
一
般
化
す
る
と
指
示
対
象
は
一

層
多
彩
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
対
象
指
示
性
が
か
細
い
隠
喩
で
あ
る
以
上
、
詩

語
が
何
を
指
示
す
る
か
は
曖
昧
だ
。
本
稿
は
『
ラ
ン
ボ
ー
全
集
』（
３
巻
、人
文
書
院
、

昭
和
53
・
７
）、『
ラ
ン
ボ
ー
全
集
』（
青
土
社
、
平
成
18
・
９
）
に
基
づ
く
。

（
23
）	

小
林
の
用
語
で
は
〈
詩
的
言
辞
〉（「
言
葉
の
錬
金
術
」
Ⅰ
289
）。
換
言
す
れ
ば
、

詩
人
が
人
の
心
に
伝
え
る
と
さ
れ
る
〈
分
析
も
な
ら
ず
、解
釈
も
な
ら
ぬ
様
な
言
葉
〉

（「
人
生
の
謎
」『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
和
14
・
10
、
Ⅵ
551
）
だ
。
本
稿
で
は
言
語
表

現
の
信
頼
は
「
か
ら
く
り
」
を
俟
た
な
い
と
い
う
立
場
だ
（
権
田
和
士
（
注
14
））。

（
24
）	

「
私
小
説
論
」
中
の
一
九
世
紀
の
小
説
史
の
読
み
取
り
は
、
井
上
明
芳
「「
私
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小
説
論
」
の
問
題
―
生
き
て
在
る
と
い
う
こ
と
あ
る
い
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
―
」（『
国

学
院
大
学
大
学
院
紀
要
』
平
成
８
・
３
※
『
文
学
表
象
論
・
序
説
』
翰
林
書
房
、
平

成
25
・
２
）
参
照
。
た
だ
し
同
じ
〈
作
品
に
「
私
」
を
生
か
す
〉
に
し
て
も
、
ゾ
ラ

と
ジ
ッ
ド
と
を
対
照
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
単
に
外
形
上
の
相
違
以
上
に
「
私

小
説
論
」
の
論
点
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
理
解
で
あ
る
。

（
25
）	

私
小
説
に
お
け
る
〈
私
〉
の
日
常
肯
定
感
を
否
定
し
う
る
社
会
動
向
な
ら
、

関
東
大
震
災
に
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
と
い
う
〈
散
文
精
神
〉
イ
ン
パ
ク
ト
に

し
ろ
、
当
時
の
日
本
で
も
十
分
指
摘
し
う
る
が
、
詳
細
は
別
稿
。

（
26
）	

「
小
林
秀
雄
「
私
小
説
論
」
の
指
向
性
」（『
日
本
文
学
論
究
』
平
成
26
・
３
）。

要
す
る
に
小
林
は
〈
社
会
的
伝
統
〉
を
不
可
避
だ
と
し
て
い
る
が
、当
代
日
本
の
〈
混

和マ
マ

し
た
生
活
様
式
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
405
）
を
前
に
そ
れ
は
退
嬰
的
で
為
す
術
が
な
い

の
で
、
更
新
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら
そ
の
末
尾
で
、
ジ
ッ
ド
の

よ
う
な
〈
描
き
方
〉（「
私
小
説
」
Ⅲ
402
）
を
題
材
化
す
る
よ
う
な
ポ
ス
ト
私
小
説
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
27
）	

例
え
ば
、
感
動
と
そ
れ
を
回
想
す
る
感
想
と
の
絶
対
的
な
差
異
、
感
動
の
記

述
の
不
可
能
性
を
も
っ
て
、〈
私
批
評
〉
否
定
の
理
由
に
は
で
き
な
い
（
島
弘
之
「〈
感

想
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
」『
群
像
』
昭
和
62
・
２
参
照
）。
虚
偽
で
な
い
反
復
の
成
立

可
能
性
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
小
林
秀
雄
の
実
験
的
心
境
小
説
」（『
文
芸
言
語
研
究

文
芸
篇
』
平
成
17
・
10
）
参
照
。

（
28
）	

注
19
よ
り
。
森
本
論
は
、
象
徴
主
義
研
究
中
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
由
来
の
自
意
識

が
、ポ
ス
ト
私
小
説
を
示
唆
す
る
〈
社
会
化
し
た
「
私
」〉
の
成
立
要
件
で
あ
る
〈
精

神
の
唯
物
論
的
地
平
〉
を
用
意
し
た
と
す
る
。

（
29
）	

既
に
「
文
学
界
の
混
乱
」（「
混
乱
」
Ⅲ
15
）
に
同
様
の
言
及
が
あ
る
。

（
30
）	

注
４
に
同
じ
。

（
31
）	

『
小
林
秀
雄
の
論
理
』（
人
文
書
院
、
平
成
14
・
７
）。

（
32
）	

拙
稿
「
芸
術
家
の
技
巧
と
意
識
―
小
林
秀
雄
「
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
」

論
―
」（『
稿
本
近
代
文
学
』平
成
16
・
12
）。後
述
の
倪
雲
林
に
関
し
て
も
同
論
に
拠
る
。

（
33
）	

こ
れ
は
象
徴
主
義
研
究
以
来
の
、『
文
芸
評
論
』
中
の
創
作
論
・
言
語
論
の

大
前
提
だ
。〈
あ
る
が
ま
ゝ
の
現
実
は
実
在
す
る
〉（「
悟
達
」169
）。
し
か
し
現
実
は〈
不

可
知
〉（「
絵
空
」
123
）
だ
。
現
実
は
概
念
で
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
認
識
す
る
し
か
な
い

か
ら
だ
。
結
果
概
念
が
現
実
に
置
き
換
わ
る
、〈
人
々
に
は
現
実
の
諸
形
態
が
自
明

な
の
じ
や
な
く
て
、
現
実
の
纏
ふ
諸
概
念
が
自
明
な
の
で
あ
る
。
犬
が
自
明
な
の
で

は
な
い
、
犬
と
い
ふ
言
葉
が
自
明
な
の
で
あ
る
〉（「
時
評
」
99
）
と
い
う
事
態
が
生

じ
る
。
だ
が
作
家
は
、
概
念
を
〈
自
明
〉
と
し
現
実
を
〈
困
難
〉
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（〈
困
難
は
現
実
の
同
義
語
〉「
悟
達
」
170
）。
概
念
に
留
ま
れ
ば
理
論
と
実

践
の
二
元
論
は
必
至
だ
。
よ
っ
て
概
念
を
無
効
に
し
〈
困
難
〉
に
直
面
す
べ
く
〈
何

物
も
信
じ
な
い
自
意
識
か
ら
始
め
〉（「
ア
シ
Ⅰ
」
43
）
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
小
林

は
文
芸
時
評
で
毎
月
の
よ
う
に
繰
り
返
す
。

（
34
）	

他
に
も
〈
考
へ
る
と
語
る
と
は
飽
く
迄
同
一
事
実
で
あ
る
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
Ⅰ

226
）等
。
従
っ
て
、認
識
対
象
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強
い
自
然（〈
在
る
が
儘
の
世
界
〉）

を
、
小
林
は
〈
技
巧
〉
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

（
35
）	

拙
稿
「
小
林
秀
雄
の
〈
絶
対
言
語
〉
論
―
『
文
芸
評
論
』
試
論
―
」（『
日
本

近
代
文
学
』
平
成
22
・
11
）
参
照
。

（
36
）	
注
２
に
同
じ
。
逆
に
森
本
淳
生
（
注
31
）
は
〈
批
評
が
創
造
行
為
と
同
じ
く

「
絶
対
言
語
」
に
お
い
て
生
じ
る
出
来
事
〉
と
捉
え
る
が
、
森
本
論
の
言
う
批
評
を

語
る
〈
ジ
レ
ン
マ
〉
に
小
林
自
身
自
覚
的
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
理
解
に
は
難
が
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
批
評
で
は
駄
目
な
の
で
小
説
「
Ｘ
へ
の
手
紙
」
に
行
く
と
も
思

わ
れ
な
い
。
新
批
評
は
非
批
評
で
あ
ろ
う
。
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（
37
）	

こ
の
場
合
の
〈
抽
象
〉
は
創
作
に
お
け
る
個
性
の
抽
出
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
単
純
に
物
事
の
抽
象
、〈
論
理
の
公
共
性
〉
を
指
す
。

（
38
）	

そ
れ
で
も
水
木
京
太
「
混
凝
土
建
築
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
和
５
・
11
）
と
い

っ
た
概
念
あ
り
き
の
小
説
よ
り
批
評
は
百
倍
難
し
い
と
小
林
は
言
う（「
物
質
」Ⅰ
439
）。

（
39
）	
〈
痛
烈
な
解
析
精
神
〉（「
ア
シ
Ⅰ
」
Ⅰ
180
）
を
表
す
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
論
に
、〈
も

少
し
進
ん
で
見
や
う
。〉（
河
上
訳
、
注
19
）
と
、
先
例
が
あ
る
。
他
に
〈
表
現
の
自

己
表
出
性
の
高
さ
〉
を
指
摘
し
、直
喩
・
隠
喩
の
多
用
を
特
化
す
る
、坂
田
達
紀
「
芸

術
あ
る
い
は
文
学
と
し
て
の
批
評
・
評
論
」（『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
平

成
16
・
３
）
等
の
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
本
稿
は
、
創
作
的
な
批
評
で
も
批
評
で
あ

る
以
上
、
小
説
と
は
（
そ
し
て
思
想
と
も
）
相
互
排
他
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
と
す
る
立
場
だ
。
た
だ
し
小
林
の
初
期
小
説
が
所
謂
小
説
が
書
け
な
い
小
説
家

小
説
で
あ
る
こ
と
は
（
坂
田
達
紀
「
批
評
家
・
小
林
秀
雄
の
誕
生
―
宿
命
と
し
て
の

批
評
の
文
体
―
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
平
成
18
・
３
）、
小
説
の
文
体

の
不
在
を
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
40
）	

注
４
に
同
じ
。

（
41
）	

な
お
〈
言
葉
の
陰
翳
〉
は
〈
絶
対
言
語
〉
と
い
っ
た
顕
著
な
言
葉
の
特
徴
や

（「
ア
シ
Ⅳ
」
52
）、
非
合
理
的
な
記
述
を
指
す
場
合
（「
悟
達
」
Ⅱ
20
）
も
あ
る
。

（
42
）	

『
純
粋
理
性
批
判
上
』（
宇
都
宮
芳
明
監
訳
、
以
文
社
、
平
成
16
・
４
）
の
超

越
論
的
論
理
学
第
一
部
門
第
二
篇
第
一
章
の
田
村
一
郎
「
注
解
」
参
照
。

（
43
）	

「
マ
ル
ク
ス
の
悟
達
」
で
は
〈
私
は
考
へ
る
、
だ
が
考
へ
る
事
は
考
へ
な
い
〉

（「
悟
達
」
Ⅱ
18
）
と
い
う
ゲ
ー
テ
の
言
葉
が
論
拠
と
さ
れ
る
。
大
岡
昇
平
「
ゲ
ー
テ

か
ら
ラ
ン
ボ
ー
へ
」（『
ゲ
ー
テ
全
集
月
報
１
』
潮
出
版
、
昭
和
54
・
５
）
で
言
及
さ

れ
る
、小
田
秀
人
訳
の
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ム
メ
ル『
ゲ
エ
テ
』（
大
村
書
店
、大
正
13
・
１
）

に
、〈「
か
つ
て
思
惟
に
つ
い
て
考
へ
た
こ
と
な
か
つ
た
」〉
と
の
ゲ
ー
テ
の
言
葉
の

記
載
が
あ
る
。

（
44
）	

注
31
に
同
じ
。
理
論
の
自
己
言
及
化
の
位
置
付
け
は
ま
だ
定
見
を
見
な
い
よ

う
だ
。
森
本
論
は
、
表
現
を
言
語
空
間
内
の
出
来
事
と
し
て
主
体
か
ら
解
放
す
る
と

い
う
意
味
で
、
理
論
の
自
己
言
及
化
を
新
批
評
の
要
件
と
す
る
。
こ
れ
に
は
主
要
な

論
拠
と
な
る
〈
絶
対
言
語
〉
を
〈
無
秩
序
〉
と
す
る
な
ど
異
論
も
あ
る
た
め
（
拙
稿

（
注
35
）
参
照
）、
本
稿
で
は
対
象
化
し
得
る
概
念
と
、
従
前
通
り
捉
え
て
お
く
。

（
45
）	

「
小
林
秀
雄
の
一
断
面
―
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
自
然
弁
証
法
』
受
容
の
周
辺
―
」

（『
日
本
近
代
文
学
』
平
成
17
・
10
）。
た
だ
し
本
稿
は
、〈
ア
ポ
リ
ア
〉
と
は
（
無
限

な
対
象
と
理
論
で
は
な
く
）
理
論
と
実
践
と
の
非
対
称
性
に
起
因
し
て
い
る
と
捉
え

る
。
従
っ
て
（
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
の
）
実
践
が
無
限
な
〈
自
然
〉
の
認
識
の
回
避
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
立
場
だ
。

（
46
）	

〈
最
上
思
索
家
〉は〈
己
れ
の
根
性
を
す
て
切
つ
た
処
か
ら
始
め
た
達
人
〉（「
悟

達
」Ⅰ
20
）と
、人
格
評
に
傾
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。〈
理
論
を
血
肉
と
す
る（
中

略
）
努
力
〉（「
悟
達
」
Ⅱ
18
）、
美
意
識
の
感
覚
的
錯
乱
を
事
実
と
見
な
す
〈
勇
気
〉

（「
悟
達
」
Ⅱ
20
）、
傷
つ
き
や
す
い
心
を
失
わ
な
い
〈
誠
実
〉（「
時
評
」
98
）、
そ
し

て
〈
現
実
〉
に
驚
く
理
知
（〈
こ
の
世
が
あ
る
が
ま
ゝ
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
驚
か
ぬ

精
神
は
貧
困
し
た
精
神
で
あ
る
〉「
悟
達
」
Ⅱ
17
）
等
々
と
、
小
林
は
『
文
芸
評
論
』

中
で
自
己
擁
護
を
排
す
る
倫
理
に
つ
い
て
、
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
。
結
果
、〈
真

理
と
は
又
人
間
の
歌
に
他
な
ら
ぬ
〉（「
ア
シ
Ⅳ
」
53
）。
思
想
は
言
語
の
現
象
過
程

の
有
り
様
で
存
在
性
を
得
て
、
人
間
に
と
っ
て
有
意
味
に
な
る
訳
だ
。


